
総
持
寺
蔵

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
考

i
新

出

断

簡

の
紹

介

を

か

ね

て

ー

塩

出

貴

美

子

は
じ
め

に

弘
法
大
師
空
海

の
伝
記
絵
巻
は
、
内
容

や
巻
数
に
よ
り
通
常
五
系
統
に
分
類
さ

　
　

　

れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

「
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
(以
下

「
秘
密
縁
起
」

と

称
す
る
)
は
、
そ
の
第

一
系
統
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
、
原
本
の
成
立
は
十

　　
　

三
世
紀
後
半
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
作
品
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で

　ヨ
　

に
次
の
五
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①
小
川
家
本

②
安
楽
寿
院
本

③
総
持
寺
本

④
智
積
院
本

⑤
和
歌
山
県
博
本

四 十 二 十 一
巻 巻 巻 巻 巻

 

こ
の
う
ち
完
本
で
あ
る
の
は
、

積
院
本
の
二
件
の
み
で
あ
る
。
他
三
件
は

い
ず
れ
も
端
本
で
あ
り
、

永
仁

(
一
二
九
三
-
九
九
年
)
頃

応
永

二
年

(
一
四
六
八
)

永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)

慶
長

七
-
十
七
年

(
一
六
〇
ニ
ー

一
二
)
頃

江
戸
時
代
前
期

②
安
楽
寿
院
本
と
そ
の
転
写
本
と
さ
れ
る
④
智

安
楽
寿
院
本

と
対
応
さ
せ
る
と
、
①
小
川
家
本
は
第
七
巻
の

一
部
、
②
総
持
寺
本
は
第
二
巻
全

体
と
第

一
∴
二
・
十
巻
の

一
部

(お
よ
び
安
楽
寿
院
本
に
な
い

一
段
を
含
む
)
、

⑤
和
歌
山
県
博
本
は
第
七
巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
の
四
巻
に
あ
た
る
。
し
た
が

っ
て

「秘
密
縁
起
」
の
全
容
は
、
原
本
よ
り
も
約
二
世
紀
後

の
作
品
と
な
る
が
、
安
楽

　
　

　

寿
院
本
に
よ

っ
て
窺
う
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

さ
て
、
③
総
持
寺
本
は
、
こ
の
安
楽
寿
院
本
よ
り
も
さ
ら
に
半
世
紀
下

っ
た
時

期
の
端
本
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
部
に
安
楽
寿
院
本
と
は
異
な
る
内
容
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
秘
密
縁
起
」
系
統
の
異
本
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
作
品

で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
絵
巻
に

つ
い
て
は
簡
単
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

　ら
　

未
だ
詳
し
い
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
こ
の
総
持
寺
本
の

全
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
安
楽
寿
院
本
と
の
比
較
か
ら
生
じ
る
い
く

つ
か
の

問
題
点
に

つ
い
て
若
干

の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
最
近
、
本
絵

巻
と
本
来

一
具
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
断
簡

一
幅
を
見
い
出
し
た
の
で
、
併
せ
て

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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構
成

東
京
都
足
立
区
の
西
新
井
大
師
総
持
寺

が
所
蔵
す
る

「
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」

は
、
現
状
で
は
二
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
上
巻
は
十

一
段
、
下
巻
は
五
段
か

ら
な
る
。
上
巻
は
冒
頭
部
を
欠
き
、
第

一
段
の
詞
書
前
半
を
欠
失
す
る
が
、
そ
の

ほ
か
は
詞
と
絵
が
揃

っ
て
い
る
。
下
巻
の
巻
頭
に
は

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
と

い
う
内
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
制
作
当
初
か
ら
の
原
題
が
わ
か
る

(挿
図
1
)
。

こ
れ
は
安
楽
寿
院
本
の
外
題
お
よ
び
内
題
と

一
致
す
る
が
、
安
楽
寿
院
本
は

「高

祖
大
師
秘
密
縁
起

一
」
と
い
う
よ
う
に
巻

の
序
数
を
書
き
加
え
る
の
に
対
し
、
総

持
寺
本
は
数
字
を
記
入
し
て
い
な
い
点
が
異
な
る
。

　　
　

総
持
寺
本

の
各
段

の
内
容
、
お
よ
び
安
楽
寿
院
本
と
の
対
応
関
係
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

【総
持
寺
本
】

上
巻
第

一
段

第
二
段

第
三
段

第
四
段

第
五
段

第
六
段

第
七
段

室
戸
修
行

天
狗
問
答

大
滝
飛
剣

椀
市
讃
仰

我
拝
師
山

諸
処
練
行

老
嬬
授
鉢

【
安
楽
寿
院
本
】

第
二
巻
第

一
段

同

第
二
段

同

第
三
段

第

一
巻
第
八
段

(な
し
)

第
二
巻
第
四
段

同

第
五
段

第
八
段

第
九
段

第
十
段

第
十

一
段

下
巻
第

一
段

第
二
段

第
三
段

第
四
段

第
五
段

桂
谷
降
魔

剃
髪
出
家

登
壇
受
戒

久
米
東
塔

門
徒
雅
訓

入
定
留
身

慈
覚
霊
夢

大
師
謹
号

高
野
臨
幸

安
楽
寿
院
本
の
第
二
巻
は
八
段
か
ら
な
る
。

総
持
寺
本
上
巻
は
、
第
三
段
の
次
に
安
楽
寿
院
本
で
は
第

一
巻
第
八
段
の

讃
仰
」
お
よ
び
安
楽
寿
院
本
に
は
な
い

に
安
楽
寿
院
本
で
は
第
三
巻
第

一
段
の

と
言
え
る
。
ま
た
、
安
楽
寿
院
本
第
十
巻
は
六
段
か
ら
な
る
。

準
に
考
え
る
な
ら
ば
、
総
持
寺
本
下
巻
は
、

除
い
た
構
成

に
相
当
す
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
総
持
寺
本
の
現
状
は
上
下
巻
と
も
に
制
作
当
初
か
ら

の
構
成
で
あ
る
と
は
思
い
難
く
、
あ
る
時
期
に
残
欠
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。
例
え
ば

「椀
市
讃
仰
」
は
、
大
師
十
八
才
の
と
き
に
大
学
寮
で
四

書
五
経
な
ど
を
学
ぶ
と
い
う
内
容

で
あ
り
、
本
来
は
諸
国
修
行
中
の
出
来
事
で
あ

る

「室
戸
修
行
」
よ
り
も
前
に
あ
る
べ
き
段
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
総
持

同

第
六
段

同

第
七
段

同

第
八
段

第
三
巻
第

一
段

第
十
巻
第

一
段

同

第
二
段

同

第
三
段

同

第
四
段

同

第
六
段

こ
れ
を
基
準
に
考
え
る
な
ら
ば
、

「椀
市

「
我
拝
師
山
」
を
挿
入
し
、
さ
ら
に
巻
末

「
久
米
東
塔
」
を
付
加
し
た
構
成
で
あ
る

同
様
に
こ
れ
を
基

こ
れ
か
ら
第
五
段

「道
風
受
罰
」
を
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挿図1総 持寺本 下巻冒頭

寺
本
の
側
に
錯
誤
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安

楽
寿
院
本
に
な
い

「我
拝
師
山
」

は
さ
て
お
く
と
し

て
も
、
「
久

米
東
塔
」
に
つ
い
て
は
次
の
巻

の
冒
頭
が
窟
入
し
た
も
の
、
ま

た

「
東
風
受
罰
」
に
つ
い
て
は

元
来
は
あ

っ
た
も
の
が
い

つ
の
間
に
か
欠
落
し
た
と
考
え
る
の
が
順
当
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
料
紙

の
紙
継
の
状
態
を
調

べ
て
み
る
と
、

一
概
に
そ
う
と
は
言
え

な
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
く
る
。
そ
の
点
を
述
べ
る
前
に
、
本
絵
巻
は
詞
と
絵
を
別
々

に
制
作
し
、
後
か
ら
巻
子
に
仕
立

て
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
第

一
に
、
本
絵
巻

で
は

一
枚
の
料
紙
に
詞
と
絵
が
共
存
す
る
こ
と

は
な
く
、
全

て
の
段
に
お
い
て
詞
と
絵
は
別
々
の
料
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

第
二
に
、
紙
継
は
向
か

っ
て
右
の
料
紙
を
上
に
、
左
の
料
紙
を
下
に
し
て
貼
り
継

が
れ
て
い
る
が
、
詞
か
ら
絵

に
か
わ
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
絵
の
料
紙
の
右
端

つ

ま
り
詞

の
料
紙
の
左
端
下
に
隠
れ
て
し
ま
う
部
分
に
ま
で
絵
が
描
か
れ
て
い
る
段

が
あ
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

で
は
、
右

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
料
紙
の
横
寸
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
表
1
～
4

は
本
絵
巻

の
料
紙

の
横
寸
を
上
巻
、
下
巻
ご
と
に
詞
と
絵
に
分
け
て
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

一
見
し
た
だ
け
で
は
不
特
定
の
数
字
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
が
、
大
き
い
数
字
に
注
目
し
て
み
る
と
、

一
紙
の
標
準
的
な
長
さ
は
五
十
セ

ン
チ
前
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
1
で
は
二
十

一
紙
中
の
二
紙
、
表
2
で
は

三
十
紙
中
の
七
紙
、
表
3
で
は
十
八
紙
中
の
九
紙
、
そ
し
て
表
4
で
は
十
六
紙
中

の
五
紙
が
こ
れ
に
当
た
る
。

問
題
は
そ
れ
以
外
の
料
紙
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
巻
の
詞

(表
1
)
で
標
準
を

充
た
し
て
い
る
の
は
、
第
二
段
第
二
紙
と
第
六
段
第
二
紙
の
み
で
あ
り
、
他
は
全

く
の
不
揃
い
で
あ
る
。
中
に
は
本
文
の
前
あ
る
い
は
後
ろ
に
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
の

白
紙
を
継
い
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
後
世
の
転
写
本
と
は
い
え
、
い
か
に
も
間

に
合
わ
せ
的
な
不
自
然
な
感
じ
が
す

る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
第
二
段

の
最
終
紙

(第
三
紙
)
と
第
三
段
の
第

一
紙
を
繋
い
で
み
る
と
、
横
寸

の
合
計
は
四
十
八

・

○
セ
ン
チ
に
な
り
、
ち

ょ
う
ど
料
紙

一
枚
分
に
な
る

(備
考
欄
の
③
)
。
同
様

の

こ
と
を
第
五
段
と
第
六
段
、
第
六
段
と
第
七
段
、
第
七
段
と
第
八
段
、
第
十
段
と

第
十

一
段
に
つ
い
て
行
う
と
、
横
寸

の
合
計
は
四
十
八

・
五
～
四
十
九

・
○
セ
ン

チ
に
な
る

(同
⑤
⑦
⑧
⑩
)
。
ま
た
第
四
段
と
第
九
段
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
に
前

段
の
最
終
紙
と
次
段
の
第

一
紙
を
加
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
七

・
七
セ
ン
チ
と

四
十
八

・
六
セ
ン
チ
に
な
る

(同
④
⑨
)
。
い
ず
れ
も
料
紙

一
枚
分
に
相
当
す
る

長
さ
で
あ
り
、

こ
れ
が
本
来

の
姿

で
あ

っ
た
と
考
え
れ
ば
、
第
二
段
第
二
紙
か
ら

第
十

一
段
第

一
紙
ま
で
の
部
分
は
料
紙
九
枚
分
に
復
原

で
き
る

(同
②
～
⑩
)
。

な
お
、
そ
の
前

の
部
分

(同
①
)
が
短
い
の
は
、
第

一
段
詞
の
前
半
部
が
失
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
巻
末
の

一
枚

(同
⑪
)
に
つ
い
て
は
、
余
白

の
部
分

が
切
除
さ
れ
た
た
め
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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次
に
、
下
巻

の
詞

(表
3
)
に
つ
い
て
同
様
の
こ
と
を
行
う
と
、
や
は
り
段
の

か
わ
り
目
ご
と
に
料
紙

一
枚
ず

つ
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る

(備
考
欄
の
④
⑧

⑨
⑪
)
。
こ
れ
に
よ
り
巻
頭
か
ら
第
五
段
第
三
紙
ま
で
の
部
分
は
、
料
紙
十
三
枚

に
復
原
さ
れ
る

(同
①
～
⑬
)。
巻
末
の

一
枚

(同
⑭
)
に

つ
い
て
は
、
上
巻
の

末
尾
と
同
じ
く
余
白
が
切
除
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

右

の
こ
と
か
ら
、
上
巻
の
詞
は
当
初
は
料
紙
十

一
枚
以
上
か
ら
な
る
巻
子
に
、

ま
た
下
巻

の
詞
は
料
紙
十
四
枚
か
ら
な
る
巻
子
に
、
そ
れ
ぞ
れ
詞
だ
け
を
書
き
継

い
だ
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
段
ご
と
に
切
り
離
し
、
別
に
制
作

し
た
絵
と
組
み
A
口
わ
せ
な
が
ら
、
絵
巻
の
形
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
、
先

に
指
摘
し
た

「
間
に
合
わ
せ
的
な
不
自
然
な
感
じ
」
の
す
る
白

紙

に
つ
い
て
も
、
そ
の
理
由
が
理
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
上
巻
の
詞
は
段
と

段
の
間
に
か
な
り
広
い
余
白
を
設
け
て
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
現
状
で
も
本
文
の

前
後
に
は
三
か
ら
四
行
分
程
度
の
余
白
が
残
さ
れ
て
い
る

(第

一
段
末
尾
、
第
二

段
冒
頭
、
第
十

一
段
末
尾
を
除
く
)。
問
題

の
白
紙
は
、

こ
の
余
白
の
部
分
に
偶
々

料
紙
の
端
が
あ
た

っ
て
出
来
た
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
第
三
段
第
二
紙
の
白
紙

は
復
原
後
の
料
紙
④
の
右
端
に
あ
た
り
、
第
五
段
第

一
紙
の
白
紙
は
同
じ
料
紙
④

の
左
端
に
あ
た
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
下
巻
で
は
、
こ
の
余
白
は
狭
あ
ら
れ
、

本
文
の
前
後
に

一
行
分
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
第
二

段
の
冒
頭
と
末
尾
に
各
三

・
三
セ
ン
チ
の
白
紙
が
で
き
て
い
る
。

さ
て
、
右
で
復
原
し
た

「
詞
の
巻
」
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
、
表
1

・
3
の

備
考
欄
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
二
巻
と
も
極
め
て
整
然
と
し
た
紙
継
を
呈
し
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
間
に
は
錯
簡
を
想
定
す
る
余
地
は
全
く
な
い
。
安
楽

寿
院
本
と
比
較
す
る
と
、
上
巻

で
は
第
四
段

「椀
市
讃
仰
」、
第
五
段

「
我
拝
師

山
」
お
よ
び
第
十

一
段

「久
米
東
塔
」
の
三
段
が
挿
入
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

仮
に

「椀
市
讃
仰
」
と

「我
拝
師
山
」
を
抜
き
取

っ
た
場
合
、
そ
の
前
後
の
料
紙

す
な
わ
ち
第
三
段
第
二
紙
と
第
六
段
第

一
紙
の
合
計
は
十
七

・
六
セ
ン
チ
に
し
か

な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
料
紙

一
枚
分
に
足
り
な
い
の
で
、
こ
れ
を
制
作
当
初
の
状

態
と
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
二
段
は
当
初
か
ら
現
状
の
位

置
に
あ

っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る
。
ま
た

「久
米
東
塔
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
第

一
紙
と
前
段
の
第
二
紙
が
料
紙

一
枚
分

(表
1
備
考
欄
の
⑩
)
に
相

当
す
る
の
を
見
れ
ば
、
敢
え
て
前
段
と
の
繋
が
り
を
否
定
す
る
必
要
が
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
下
巻
に
つ
い
て
も
、
第
四
段

「大
師
論
号
」

の
第

三
紙
と
第
五
段

「高
野
臨
幸
」
の
第

一
紙
が
料
紙

一
枚
分

(表
3
備
考
欄
の
⑪
)

に
相
当
す
る
の
を
見
れ
ば
、

こ
の
間
に

「東
風
受
罰
」
が
あ

っ
た
と
想
定
す
る
こ

と
の
不
自
然
さ
が
理
解

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た

「久
米
東
塔
」
に

つ
い
て
は
、
内
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
目

し
て
お
き
た
い
。
仮

に

「久
米
東
塔
」
が
安
楽
寿
院
本
と
同
じ
よ
う
に
第
三
巻
第

一
段
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
冒
頭
に
は
下
巻
に
見
ら
れ
る

　
　

　

よ
う
な

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」

の
内
題

(挿
図
1
)
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
状

で
は
詞

の
前
に
三
行
分
程
度
の
余
白
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内

題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「久
米
東
塔
」
が
第

一
段
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、

こ

れ
に
よ

っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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表1上 巻詞料紙横寸法表

段 事蹟名称 紙 行 数 横 寸 備 考
1室 戸修行 1 12行 30.4

D134.7

2天 狗問答

i 1行 4.3

2 22行 48.9 ②48.9

3 2行 12.9
③48.0

3大 滝飛剣
1 9行 35.1

2 (白紙) 4.0

●47.74椀 市讃仰 1 11行 40.7

5我 拝師山
1 (白紙) 3.0

2 11行 35.4
0549.0

6諸 処練行

1 2行 13.6

2 20行 49.3 049.3
3 (白紙) 7.0

o-:・

7老 娼授鉢
1 16行 41.9

2 4行 17.2
⑧48.8

8桂 谷降魔
1 10行 31.6

2 2行 12.1

⑨48.69剃 髪出家 1 7行 30.4

10登 壇受戒
1 (白紙) 6.1

2 3行 14.2
⑩48.5

11久 米東塔
1 12行 34.3

2 13行 34.7 034.7

・単位はcm。 ただし実測値ではなく、写真のメジャーか

ら読み取った概測値である。なお、縦は上巻27.Ocm、

下巻27.1cm。
・下巻詞料紙第一段第一紙の行数は、内題1行 を含む。

・備考欄の丸数字は、復原後の料紙番号を示す。ただし、

上巻絵料紙第四段第二紙以降の三紙にっいては、それ

ぞれを一枚とした。その右の数字は、当該枠に対応す

る料紙の横寸の合計を示す。

表2上 巻絵料紙横寸法表

段 紙 横 寸 備 考

1

1 13.0 013.0
2 49.8 ②49.8

3 49.5 ●49.5

4 20.6
④48.7

2

i 28.1

2 49.1 049.1
3 49.2 049.2
4 …

⑦48.8

3
1 29.0

2 11.0
⑧48.9

4

1 37.9

2 43.9 043.9
3 14.0 ⑩14.0

5
1 9.7 09.7
2 43.9

⑫49.0

6
1 5.1

2 39.3
⑬48.9

7

■

1 9.6

2 48.8 ⑭48.8

3 21.2
⑮48.4

8
1 27.2

2 10.0
⑯48.4

9
1 38.4

2 11.5
⑰48.2

10

1 36.7

2 i・・ ⑱48.7

3 22.8
⑲48.0

11

1 25.2

2 48.6 ⑳48.6

3 21.0 ●21.0

表3下 巻詞料紙横寸法表

段 事蹟名称 紙 行 数 寸 法 備 考

1門 徒雅訓

1 16行 47.7 Ol47.7

2 17行 49.3 0249.3
3 16行 49.3 ●49.3

4 14行 45.6
④48.9

2入 定留身

1 (白紙) 3.3

2 17行 48.9 ⑤48.9

3 17行 48.1 o-:

4 17行 48.9 ⑦48.9

5 (白紙) 3.3
⑧48.6

3慈 覚霊夢
1 14行 45.3

2 2行 5.3
⑨49.4

4大 師謹号

1 13行 44.1

2 16行 49.7 ⑩49.7

3 9行 30.5
047.7

5高 野臨幸

i 5行 17.2

2 16行 48.5 ⑫48.5

3 16行 49.4 ⑬49.4

4 22行 22.0 ⑭22.0

表4下 巻絵料紙横寸法表

段 紙 横 寸 備 考

1

1 22.2 022.2
2 50.6 050.6
3 50.4 ●50.4

4 25.6
●50.4

2
1 24.8

2 31.5
●50.4

3
1 18.9

2 17.8
050.3

4

1 32.5

2 9.6
⑦49.8

3 40.2

4 37.5
⑧50.4

5

1 12.9

2 50.6 050.6
3 50.7 ⑩50.7

4 50.7 050.7
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で
は
、
絵
の
料
紙
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
上

巻
第
四
段
第
二
紙
と
第
三
紙
、
第
五
段
第

一
紙

(表
2
備
考
欄
の
⑨
～
⑪
)

に
問

題
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
全

て
現
状
の
順
序
通
り
に

「絵

の
巻
」
を
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(表
2
備
考
欄
の
①
～
⑧
、
同
⑫
～
⑳
、

表
4
備
考
欄
の
①
～
⑪
)。
ま
た
、

こ
れ

に
絵
が
描
き
継
が
れ
て
い
た

こ
と
は
、

上
巻
第
九
段

「剃
髪
出
家
」
(図
9
)
と
第
十
段

「
登
壇
受
戒
」
(図
10
)

の
切
れ

目
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
図
版

で
は

わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

「剃
髪
出
家
」
の
左
端
に
は
、
料
紙

の
切

れ
目
に
沿
う
よ
う
に
墨
の
線
が
引
か
れ
、

そ
の
所
々
に
朱
色
が
被
さ

っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
の
朱
色
は
、
実
は

「登
壇

受
戒
」
の
冒
頭
に
描
か
れ
た
東
大
寺

の
回
廊

の
柱

の
色

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り

「絵
の
巻
」

で
は
、
段
の
区
切
り
に
墨
線

を
引
き
、
そ
の
際
ま
で
絵
を
描
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
の
墨
線
は
、
上
巻
で
は
第
六
段

「諸
処
練
行
」
(図
6
)

と
第
八
段

「桂
谷
降
魔
」
(図
8
)

に
、

ま
た
下
巻
で
は
第
五
段

「
高
野
臨
幸
」

　　
　

(図
16
)
以
外
の
全

て
の
段
に
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
問
題
は
上
巻
第
四
段
第
二
紙

(表
2
備
考
欄
の
⑨
)
が
標
準
よ
り
約
五

セ
ン
チ
短
い
こ
と
、
お
よ
び
同
第
三
紙

(同
⑩
)
と
第
五
段
第

一
紙

(同
⑪
)
を

繋

い
で
も
二
十
三

・
七
セ
ン
チ
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第

一
の
点
は
、

段
の
中
間
に
位
置
す
る
料
紙
の
問
題
で
あ
り
、
制
作
途
中
に
何
ら
か
の
事
情

で
料

紙

の
右
端
あ
る
い
は
左
端
が
切
除
さ
れ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
第
二
の
点
は
、

第
四
段

「
椀
市
讃
仰
」
と
第
五
段

「我
拝
師
山
」
の
接
続
に
も
関
わ
る
問
題

で
あ

る
が
、
こ
の
二
紙
を

一
枚
の
料
紙
と
見
る

に
は
約
二
十
五
セ
ン
チ
分
が
不
足
す
る
。

普
通
に
考
え
る
な
ら
ば
錯
簡
を
疑
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

「椀
市
讃
仰
」

と

そ
の
前
の
第
三
段

「大
滝
飛
剣
」
、

ま
た

「
我
拝
師
山
」
と
そ
の
次

の
第
六
段

「諸
処
練
行
」

の
繋
が
り
に
は
何

の
問
題
も
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
先
述
の
如
く

「詞
の
巻
」
に
つ
い
て
は
錯
簡
を
疑
う
余
地
が
全
く
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、

こ
の
間
に
錯
簡
が
あ
る
と
は
今
更
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
上
記
二
点
に
つ

い
て
は
、
第
四
段
第
二
紙
か
ら
第
三
紙
に
か
け
て
の
部
分
に
描
き
損
じ
な
ど
何
ら

か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
約
三
十
セ
ン
チ
分
を
切
除
し
た
後
、
改
め
て
描
き
直
し

た
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
下
巻

の
第
四
段
第
二
紙
と
第
三
紙
は
、
段
の
中
間
に
位
置
す
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
二
枚
合
わ
せ
て
四
十
九

・
八
セ
ン
チ

(表
4
の
備
考
欄
⑦
)
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
来

一
紙
で
あ

っ
た
も
の
が
誤

っ
て
二
枚
に
切
断
さ
れ
た
も

　　
　

の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
部
分
は
絵

の
内
容
に
も
若
干
問
題
が
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
第
三
章

で
検
討
す
る
。

と
こ
ろ
で

「絵

の
巻
」

の
第

一
段
第

一
紙
は
、
上
巻
が
十
三

・
○
セ
ン
チ
、
下

巻
は
二
十
二

・
ニ
セ
ン
チ
で
あ
り
、
標
準
よ
り
も
短
く
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り

一

枚

の
料
紙

の
途
中
か
ら
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
に
も

絵
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
勿
論
、
巻
頭
に
使
い
余
り
の
料
紙

を
宛

て
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は

「絵
の
巻
」

一
巻
に
は
複
数
の
巻
に

対
応
す
る
分

の
絵
が
描
き
継
が
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
上
巻
最
後

の

「久
米
東
塔
」

に
つ
い
て
は
、
絵

の
後
に
約
三
セ
ン
チ
分
の
余
白
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
次
段
と
の
境
界
を
示
す
墨
線
も
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
絵
の
巻
」
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に
お
い
て
も
巻
末
に
位
置
す
る
絵
で
あ

っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
先

に

「
詞
の
巻
」

の
状
況
か
ら
、
「久
米
東
塔
」
は
第

一
段

で
は
あ
り
え
な
い
と
述

べ
た
が
、

そ
の

こ
と
は

「
絵
の
巻
」
の
状
況
か
ら
も
追
認

で
き
る
。

さ
て
、
以
上

の
こ
と
か
ら
、
総
持
寺
本

は
制
作
当
初
か
ら
現
状

の
構
成
を
呈
し

て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
本
絵
巻
に
見
ら
れ
る
安
楽
寿
院
本
と
の
構
成
上
の
相
違

は
、
決
し
て
制
作
後
に
生
じ
た
錯
簡
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な

お
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て

「む

し
ろ
残
欠
を
繋
ぎ
集
あ
た
可
能
性
が
高

　り
　

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
訂
正
す
る
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も

「
椀
市
讃
仰
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
「秘
密
縁
起
」

の
構
成
上

は

安
楽
寿
院
本
の
方
が
正
系
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
本
絵
巻
は
制
作
当
初

か
ら
既
に
錯
簡
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
本
章

の
は
じ
め
で
、
本
絵
巻
の
内

題

に
は
巻
の
序
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
右
の
事
情
を
考
え

れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
や
む
を
得
な
い
こ
と

で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

詞
書

総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
詞
書
を
対
校
し
た
結
果
は
、
本
稿
の
末
尾
に
示
し

た
通
り
で
あ
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
安
楽
寿
院
本

に

「
我
拝
師
山
」
が
な
い
ほ
か

は
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に

一
致
す
る
。
勿
論
、
多
少
の
誤
脱
は
あ
る
が
、

章
句
に
ま
で
問
題
と
す
べ
き
異
同
が
生
じ

て
い
る
の
は
数
ヵ
所
だ
け
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
先

に

「我
拝
師
山
」
に
つ
い
て
検
討
す

る

こ
と

に
し

た

い
。

(
一
)
上
巻
第
五
段

「我
拝
師
山
」

総
持
寺
本
の
上
巻
第
五
段
に
所
収
さ
れ
て
い
る

「我
拝
師
山
」
は
、
現
存
す
る

「秘
密
縁
起
」

の
作
品
で
は
、
安
楽
寿
院
本
だ
け
で
な
く
、
他
の
三
件

に
も
見
ら

れ
な
い
事
蹟
で
あ
る
。
た
だ
し
本
稿
の
は
じ
め
で
述
べ
た
よ
う
に
、
②
小
川
家
本

と
⑤
和
歌
山
県
博
本
は
端
本
で
あ
る
の
で
、
当
初
か
ら
な
か

っ
た
と
ま
で
は
言
い

切
れ
な
い
。

一
方
、
④
智
積
院
本
は
安
楽
寿
院
本
の
転
写
本
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
構
成
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り

「
我
拝
師
山
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
他
の
四
系
統
の
大
師
伝
絵
巻
を
見
る
と
、
何
れ
の
系
統
に
も
こ
れ

と
相
似
た
内
容
の
事
蹟
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
六
巻
本

第
二
巻
第
二
段

「我
拝
師
山
」

同

十
巻
本

第
六
巻
第
三
段

「釈
尊
出
現
」

同

版
本

第
六
巻
第
三
段

「釈
尊
出
現
」

「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」

第
二
巻
第
七
段

「
釈
迦
湧
現
」

こ
の
う
ち

「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」

の

「
釈
迦
湧
現
」
は
、
本
絵
巻
の
詞
書
と

は
異
な
る
部
分
が
多
く
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
比
較
の
対
象

　　
　

か
ら
除
外
し
た
。
残
る
三
系
統

に
つ
い
て
は
、
六
巻
本
は
地
蔵
院
本
、
十
巻
本
は

　ね
　

　け
　

白
鶴
美
術
館
本
、
版
本
は
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
の
復
刻
本
を
用
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
対
校
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
版
本
と
は
完
全
に

一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し

得
た
が
、
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
と
は
左
記
の
よ
う
な
異
同
が
あ
っ
た
。
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た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
漢
字
と
仮
名
の
表
記
上

の
異
同
は
省
略
し
た
。

【
総
持
寺
本
】
上
巻
第
五
段

「我
拝
師
山
」

(地
蔵
院
本
と
異
な
る
部
分
に
は
右
傍
線
を
、
白
鶴
美
術
館
本
と
異
な
る
部

分
に
は
左
棒
線
を
引
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横

に
異
同
を
示
し
た
。
☆
印
は
、

総
持
寺
本
に
は
な
い
が
、
白
鶴
美
術
館
本

に
は
左
記
の
字
句
が
入
る
こ
と

を
示
す
。)

☆
讃
岐
国
屏
風
の
浦
は
大
師

の
御
生
処

大
師
誕
生
の
地

ナ
ノ

な
り
。
か
の
所
の
山
の
か
た
ち
屏
風

を
た
て

な
せ
る
が

ナ
ノ

た

る
が

ご

と

し

。

こ
の

ゆ

へ

に
屏

風

の
う

ら

す
な
は
ち
名
と
せ
り
。

ム

ナ
ソ

と

な

つ

く

。

大

師

こ

＼
に

し

て
お

こ
な

は

せ

か
の
山

ひ

給

し

に
、

孤

峯

の

う

ゑ
片

雲

の
中

に

け
る

刻現

釈
迦
如
来
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
影
向

顕
現

移

し
給
ひ
き
。
大
師
歓
喜

の
あ
ま
り
に
み

ナ
ノ

に

つ
か
ら
其
御
あ
り
さ
ま
を
か
き
と
＼
め
て

訓

陣

今
に
彼
所
に
お
か
せ
給

へ
り
。
此
山
を
そ
の

其
後
こ
の
山
を

後
、
我
拝
師
山
と
も
な
づ
け
、

ナ
ノ

く

の

た

け

と
も

名

付

と

い

へ
り
。

‡又

はf

湧

出

地
蔵
院
本
と
の
異
同
は
、
地
蔵
院
本
側
の
欠
字
が
五
ヵ
所
、
意
味
は
変
わ
ら
な

い
が
表
現
が
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
四
ヵ
所
、
以
上
九
ヵ
所
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
白
鶴
美
術
館
本

で
は
、
冒
頭
か
ら
四
行
目
ま
で
の

「讃
岐
国
…
…

と
な
つ
く
」
に
対
応
す
る
部
分
が
、
内
容
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
構
成
の

全
く
異
な
る
文
章
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
白
鶴
美
術
館
本
側
の
欠
字
が
五
カ

所
、
表
現
が
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
六
ヵ
所
あ
る
。

右
の
結
果
を
単
純
に
ま
と
あ
る
と
、
総
持
寺
本
の

「我
拝
師
山
」
と
最
も
密
接

な
関
係
を
有
す
る
の
は
版
本

で
あ
り
、
次
い
で
地
蔵
院
本
が
近
く
、
逆
に
異
な
る

部
分
が
最
も
多
い
の
は
白
鶴
美
術
館
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

こ
の
結
果
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
こ
こ
で

「秘
密
縁
起
」
お
よ
び

　
ね
　

 他
三
系
統
の
関
係
を
簡
単

に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
六
巻
本
は
、
こ

こ
で
用
い
た
地
蔵
院
本
は
鎌
倉
末
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が

(第

一
巻
は
江
戸
時
代
の
模
本
)
、
こ
の
系
統
自
体
の
成
立
は

「秘
密
縁
起
」
と
同

じ
く
十
三
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
も

「秘
密
縁
起
」
と
類
似

し
た
事
蹟
を
多
く
含
む
が
、
詞
書
と
絵
は
互
い
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に
直
接

的
な
関
係
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
両
者
の
先
後
関
係
も
不
明
で
あ

る
。
次

に
、
こ
の
六
巻
本
を
増
補
し
て
成
立
し
た
の
が
十
巻
本
で
あ
る
。
こ
の
系
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統
の
作
品
は
数
多
く
現
存
す
る
が
、
そ
の
中

で
は
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)
の
年

記
を
有
す
る
白
鶴
美
術
館
本
が
今
の
と
こ
ろ
最
も
基
準
的
な
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

版
本
は
、
こ
れ
ら
よ
り
ず

っ
と
遅
れ
て
、
文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)
に
開
板
さ
れ

た
。
先
行
本
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
詞
書
は

「
秘
密
縁
起
」
と
十
巻
本
を

適
宜
取
り
交
ぜ
な
が
ら
書
き
改
め
た
も
の
、
絵
は
十
巻
本
の
図
様
を
全
面
的
に
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
の
対
校
結
果
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
総
持
寺
本

の
詞
書
は
版
本
と
完
全

に

一
致
し
た
が
、
総
持
寺
本
の
奥
書
に

は
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)

の
年
記
が
あ
る
の
で

(
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章

で
述

べ
る
)
、
こ
ち
ら
が
版
本
に
先
行
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
総
持
寺
本

に
と

っ
て
は
版
本
か
ら
の
影
響
は
考
慮
の
外
で
あ
る
が
、
版
本
に

と

っ
て
は
、
総
持
寺
本
の
出
現
は
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
れ
ま
で
版
本
の
詞
書
に
つ
い
て
は
、
「
秘
密
縁
起
」
に
類
似
事
蹟
が
な

い
も

の

　め
　

は
、
す
べ
て
十
巻
本
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
き
て
お
り
、
「釈
尊
出
現
」

も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
総
持
寺
本
の
出
現
に
よ
り
、
「釈
尊
出
現
」

は
十
巻
本
で
は
な
く

「秘
密
縁
起
」
の
詞
書

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
版
本
が
依
拠
し
た

「
秘
密
縁
起
」
は
、

「我
拝
師
山
」
を
含
む
、

つ
ま
り
そ
の
点

で
安
楽
寿
院
本
と
は
異
な
る
構
成

の
、

も
う

一
つ
の

「秘
密
縁
起
」
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
総
持
寺
本
自
体

は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
制
作
当
初
か
ら
構
成
上
の
錯
誤
を
含
ん
だ
作
品
で
あ
っ

た
。
た
と
え
現
状
の
二
巻
十
六
段
よ
り
は
整

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
こ

れ
自
体
は
決
し
て
版
本
の
元
に
な
り
得
る
よ
う
な
作
品
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ

を
遡
及
し
た
先
に
は
、
右
で
推
定
し
た
よ
う
な

「
も
う

一
つ
の
秘
密
縁
起
」
が
存

在
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

一
方
、
六
巻
本
と
十
巻
本
に

つ
い
て
は
、
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
即
し

て
言
え
ば
、
総
持
寺
本
と
の
異
同
は
地
蔵
院
本
の
方
が
少
な
い
。
ち
な
み
に
総
持

寺
本
に
お
け
る
事
蹟
名
称
を
、
十
巻
本

の

「
釈
尊
出
現
」

で
は
な
く
六
巻
本
の

　め
　

「我
拝
師
山
」
と
し
た
の
は
、
こ
の
点
に
留
意
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「秘

密
縁
起
」
と
六
巻
本

の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
仮
に

「
秘
密
縁
起
」
の
成
立

当
初
か
ら

「我
拝
師
山
」
が
所
収
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
が
先
行
す
る

の
か
は
判
断
し
難
い
問
題
で
あ
る
。

(二
)
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
異
同

総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
詞
書
の
対
校
結
果
は
、
本
稿
末
に
示
し
た
通
り
で

あ
る
。
異
同
は
約
八
十
ヵ
所
に
あ
り
、
こ
れ
を
五
種
に
分
類
整
理
し
た
の
が
表
5

で
あ
る
。

ま
ず
、
字
句
の
出
入
は
、
助
詞
の
脱
落
や
文
字
の
重
複
な
ど
に
よ
る

一
字
あ
る

い
は
二
字
程
度
の
異
同
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
単
純
な
誤
写
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
上
巻
第
三
段
④
は
、
総
持
寺
本

の
末
尾
に
あ
る

「
ひ
と

へ

に
大
師
の
か
持
力
な
り
」
と
い
う

一
文
が
安
楽
寿
院
本

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
唯

一
の
大
き
な
異
同
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
表
現

の
言

い
換
え
で
は
、
上
巻
第
十

一
段
③
が
大
き
な
異
同
で
あ
る
。
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大
日
経
を
発
見
し
た
大
師
が
渡
唐
を
決
心

す
る
場
面

で
あ
る
が
、
総
持
寺
本
が

「猶
と

＼
こ
ほ
り
お
ほ
し
と
て
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
を
、
安
楽
寿
院
本
は

「
疑
滞

す
る
事
有
、
然
れ
ど
も
問
決
す
べ
き
人
な
か
り
き
、
依
之
始

て
」
と
、
や
や
詳
し

　
り
　

く
記
述
す
る
。
こ
れ
は

『遺
告
」
以
下
の
大
師
伝
諸
本
に

「滞
有
り
、
禅
問
す
る

所
無
け
れ
ば
」
と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の

関
係
で
言
え
ば
、
安
楽
寿
院
本
の
方
が
出
典
に
近
い
表
現

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
で

は
、
同
じ
段
⑥

の

「
密
教
」
と

「真
言
」

(総
持
寺
本
、
安
楽
寿
院
本

の
順
に
記

述
、
以
下
同
)
、
上
巻
第
三
段
③

の

「
そ

の
」

と

「
夢

の
」
、
下
巻
第
三
段
⑤

の

「夢
さ
め
て
」
と

「即
」
な
ど
が
目
立

っ
た
異
同
で
あ
る
が
、
何
れ
も
文
意

に
差

し
障
り
が
あ
る
と
言
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
表
現
の
三口
い
換
え
の
中
に
は
、
漢
字

一
字
の
み
の
異
同
が
あ
る
が
、
表

5
で
は
こ
れ
を
別
に
集
計
し
た
。
こ
の
う
ち
上
巻
第

一
段
②
の

「光
」
と

「事
」
、

同
第
四
段
①

の

「文
」
と

「
色
」、
下
巻
第
三
段
①

の

「仏
」
と

「弘
」、
同
第
四

段
⑥

の

「七
」
と

コ

」
は
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
文
意
か
ら
見
て
総
持
寺
本

の
方
が
正
し
い
と
判
断
し
得
る
も
の
で
あ

る
。
逆
に
上
巻
第
十

一
段
①
は
、
総
持

寺
本
が

「柱
」
を

「桂
」
と
誤
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
安
楽
寿
院
本
の
方
が
正
し

い
。
そ
の
ほ
か
は
上
巻
第
七
段
④
の

「
云
」
と

「申
」
の
よ
う
に
類
義
語
で
あ
る

場
合
が
多
く
、
正
否
を
判
断
し
難
い
。

仮
名
遣
い
に

つ
い
て
は
、
「
は
」
と

「
わ
」
、
「
お
」
と

「
を
」
、
「
む
」
と

「
ん
」

と
い
っ
た
表
記
上
の
異
同
が
数
ヵ
所
に
見
ら
れ
る
。
古
語
の
用
法
と
し
て
は
、
下

巻
第

一
段
⑥
以
外
は
総
持
寺
本

の
方
が
正
し
い
。

係
り
結
び
に

つ
い
て
は
、
安
楽
寿
院
本
に
文
法
上
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
場
合
が

多
い
。
上
巻
第

一
段
④
は
、
総
持
寺
本
は

「
ぞ
…
…
け
る
」
の
正
し
い
形
で
あ
る

が
、
安
楽
寿
院
本
は

「
ぞ
」
を
無
視
し
て

「け
り
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
巻

第
六
段
③
、
同
第
七
段
⑤
、
同
第
十

一
段
④
に
も
同
様
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
上
巻
第
七
段
③
は

「ぞ
」
が
な
い
の
に

「け
る
」
に
、
同
第
十

一
段
⑩
は

「ぞ
」

に
対
し
て

「け
る
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「け
れ
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
楽
寿
院
本

が
誤

っ
た
も
の
で
あ
る
。
逆
に
総
持
寺
本
に
誤
用
が
見
ら
れ
る
の
は
、
「
ぞ
」

が

な
い
の
に

「け
る
」
で
結
ん
だ
下
巻
第
二
段
⑨
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
詞
書
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

異
同
は
上
巻
第
三
段
④
と
同
十

一
段
③
の
二
例
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
比
較

的
単
純
な
誤
字
や
脱
字
、
あ
る
い
は
文
法
上
の
誤
り
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
漢
字

一
字
の
異
同
、
お
よ
び
仮
名
遣
い

や
係
り
結
び
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
総
持
寺
本
が
正
し
く
、
安
楽
寿
院
本
が
誤
り

で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
総
持
寺
本
の
方
が
安
楽
寿
院

本
よ
り
も

「秘
密
縁
起
」
の
本
来
の
詞
書
に
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

さ
て
、
些
末
な
比
較
に
終
始
し
た
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
実
は
総
持
寺

本
と
安
楽
寿
院
本
の
異
同
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
に
版
本
を
加
え
た
三
者
の

関
係

で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
版
本
の
詞
書
は

「秘
密
縁
起
」
と
十
巻
本
を
適
宜

取
り
混
ぜ
な
が
ら
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
総
持
寺
本
所
収
の
十
六
段
に
つ
い

て
言
え
ば
、
上
巻
第
四
段

「椀
市
讃
仰
」
、
同
第
六
段

「諸
処
練
行
」

お
よ
び
下

巻
第
五
段

「高
野
臨
幸
」

の
三
段
を
除
く
十
三
段
が
版
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

一30一



表5総 持寺本と安楽寿院本の詞書の異同

巻 段 事蹟名称 字句の出入 表現の言換 漢字一字 仮名遣い 係り結び

上巻第一段 室戸修行 o●o OO ④

第二段 天狗問答 0 o●

第三段 大滝飛剣 ④ oo●

第四段 椀市讃仰 0

第六段 諸処練行 oo● ● OO

第七段 老娼授鉢 O 0 ④ ●o

第八段 桂谷降魔 0

第九段 剃髪出家 00 ③

第十一段 久米東塔 000 ●Oo o● ④⑩

下巻第一段 門徒雅訓 O● ●一 ⑦⑧⑨⑩一 ooO

第二段 入定留身 ⑥⑧⑩⑮一 ooOO ③⑭ oo● ●一 一 0

第三段 慈覚霊夢 O● 0 0 ④

第四段 大師論号 o● ●一 0 oO

第五段 高野臨幸 o●oO ●o● 0 0

合 計 32 23 11 9 7

・上巻第五段 「我拝師山」にっいては、本文第二章第一節参照。

・上巻第十段 「登壇受戒」は異同なし。

・表中の数字は、本稿末の対校で各段毎に付 した番号に一致する。

・下線を付 した番号は、版本が安楽寿院本と一致するものである。そのほかは、上巻

第七段①、下巻第一段④、同第二段①が三者三様であるのを除き、版本は総持寺本

と一致する。
・異同の分類項目にっいては、本文第二章第二節参照。

表6総 持寺本と安楽寿院本 ・版本の詞書の異同

巻 ・段 ・異同番号 総持寺本 安楽寿院本 ・版本

上巻第二段 ① 室生戸一 室戸

第七段 ② ありける ありけるが
}

同 ④ 云 重

第十一段① 硅 埜

下巻第一段 ② 旅宿のの為なり一 旅宿の為なり

同 ⑦ 随【 随侍らん

第二段 ② はっかに一 わつかに

同 ⑤⑥⑦
奥院と云所に兼てより一

入定窟☆をさだめ
}

奥院 と云所は兼てより一

入定の窟とさだめ一 『

同 ⑬ ら室 ら壺

第三段 ② など なんど一

第四段 ② 十七日 十七日に一

・総持寺本と安楽寿院本の詞書の異同に対 し、版本が後者に一致するもの(表

5で 番号に下線を付 したもの)を 挙げた。

一31一

る
。
た
だ
し
、

一
段
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
末
尾
を

省
略
し
た
り
、
部
分
的
に
十
巻
本
の
詞
書
を
挿
入
し
た
り
、
さ
ら
に
は
独
自
の
改

　　
　

変
を
加
え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
版
本
の
成
立
に
と

っ
て
は
極
め
て
興
味

深
い
問
題

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
総
持

寺
本
と
安
楽
寿
院
本

の
異
同
に
対
し
て
、
版
本
は
如
何
な
る
位
置

に
あ
る
か
と
い

う
点
だ
け
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。



結
論
か
ら
言
え
ば
、
表
5
の
八
十
二
例

の
う
ち
、
版
本
が
安
楽
寿
院
本

に

一
致

す
る
の
は
数
字
に
下
線
を
付
し
た
十
三
例

の
み
で
あ
る
。
表
6
は
、
そ
れ
を
抜
き

出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
上
巻
第
十

一
段
①
と
下
巻
第

一
段
②
は
、
明

ら
か
に
総
持
寺
本
の
誤
写
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
も
助
詞
や
仮
名
表
記
に
関

す
る
此
二細
な
異
同
、
あ
る
い
は
類
義
的
な
言

い
換
え
で
あ
り
、
版
本
が
総
持
寺
本

よ
り
も
安
楽
寿
院
本
と
特
に
密
接
な
関
係

に
あ
る
と
い
う
証
拠

に
な
る
よ
う
な
点

は
見
あ
た
ら
な
い
。
な
お
、
上
巻
第
二
段
①

の

「
室
生
戸
」
と

「
室
戸
」
に
つ
い

と

て
は
、
漢
文
の
大
師
伝
諸
本
を
見
る
と
、

『遺
告
」
は

「室
生
門
崎
」
、
『
大
僧
都

空
海
伝
』
は

「室
戸
之
崎
」
、
『空
海
僧
都

伝
』
は

「
室
生
崎
」、
『
弘
法
大
師
伝
』

は

「室
生
之
崎
」
と
様
々
に
表
記
し
て
い
る
。
ま
た

『
弘
法
大
師
行
状
集
記
」
は

一
書
の
中

で

「室
生
戸
崎
」
「室
戸
崎
」

「室
生
戸
」
と
三
通
り
の
表
記
を
し
て
お

り
、

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
で
も
よ

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右

の
十
三
例
以
外
は
、
上
巻
第
七
段
①
、
下
巻
第

一
段
④
、
同
第
二
段
①
が
三

者
三
様

で
あ
る
の
を
除
き
、
版
本
は
す
べ
て
総
持
寺
本
に

一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、

先

に
大
き
な
異
同
と
し
て
注
目
し
た
上
巻
第
三
段
④
、
同
十

一
段
③
は
も
と
よ
り
、

漢
字

一
字
の
異
同
や
、
仮
名
遣
い
あ
る
い
は
係
り
結
び
に
関
す
る
異
同
な
ど
に
つ

い
て
も
、
版
本
は
安
楽
寿
院
本
で
は
な
く
総
持
寺
本
の
方
に

一
致
す
る
傾
向
が
極

あ
て
強
い
の
で
あ
る
。

(三
)
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
関
係

右
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
総
持
寺
本
、
安
楽
寿
院
本
、
版
本

の
関
係
を
整
理
し

て
み
よ
う
。

ま
ず

(
一
)
で
は
、
総
持
寺
本
の
上
巻
第
五
段

「我
拝
師
山
」
の
詞
書
が
、
版

本
の
第
六
巻
第
三
段

「釈
尊
出
現
」
と
完
全
に

一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
事
蹟
は
安
楽
寿
院
本
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
我
拝

師
山
を
含
む
、

つ
ま
り
そ
の
点
で
安
楽
寿
院
本
と
は
異
な
る
構
成

の
、
も
う

一
つ

の
秘
密
縁
起
」
の
存
在
を
想
定
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
総
持
寺
本
と
版
本
に
と

っ

て
共
通
の
祖
本
と
な
る
べ
き

「秘
密
縁
起
」
の
存
在
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
仮

に
こ
れ
を
A
本
と
し
て
お
こ
う
。

次
に

(
二
)
で
は
、
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
異
同
の
内
容
を
検
討
し
、
そ

れ
ら
に
対
し
、
版
本
は
総
持
寺
本
側
に

一
致
す
る
傾
向
が
極
め
て
強

い
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
(
一
)
の
結
果
と
も
よ
く
同
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
安
楽
寿
院
本
は
、
右
の
関
係
の
中
の
何
処
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
原
本
と
A
本
、
A
本
と
総
持
寺
本
、
あ
る
い
は
A
本
と
版
本
と
の
間

に
入
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
可
能
性
と
し
て
は
左
記
の

(
ア
)
～

(
ウ
)

の
位
置
が
考
え
ら
れ
る
。

.

.
一

殊

総
持
寺
本

(イ
)

版
本
(
ウ
)

安
楽
寿
院
本
を

(
ア
)
～

(
ウ
)
の
何
れ
か
に
置
く
場
合
、
何
処
に
置
い
た
と
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し
て
も
、
安
楽
寿
院
本
、
総
持
寺
本
、
版
本
の
三
本
の
う
ち
、
あ
る

一
本

に
の
み

見
ら
れ
る
異
同
は
、
そ
の

一
本
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
と
見
な
せ
ば
、
右
の
系
統

樹
の
展
開
に
は
何
の
問
題
も
な
い
。
し
か
し
、
異
同
の
中

に
は
、
あ
る

一
本
の
み

が
異
な
り
、
他
二
本
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
表
5
の
上

巻
第
十

一
段

「久
米
東
塔
」
の
③
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
、
安
楽
寿
院

本
の
記
述
の
方
が
、
総
持
寺
本
お
よ
び
こ
れ
と
同
文

で
あ
る
版
本
よ
り
も
や
や
詳

し
く
、
し
か
も

『遺
告
」
以
下
の
漢
文
の
大
師
伝
諸
本

に
近
い
表
現
に
な

っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
出
典

に
近
い
と
い
う
点
に
注
目
す
れ
ば
、
安
楽
寿
院

本
の
方
が
本
来
の
詞
書
に
近
く
、
総
持
寺
本
と
版
本
は
、
と
も
に
表
現
を
簡
略
化

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ

う
な
関
係
を
可
能

に
す
る
安
楽
寿
院
本
の
位
置
は

(
ア
)
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
総
持
寺
本
上
巻
第
二
段

「
天
狗
問
答
」
は
、
ま
た
別
の
可
能
性
を

示
唆
す
る
。
こ
の
段

の
十
四
行
目
以
降
の

「
大
師
し
ば
ら
く
こ
ま
ぬ
き
て
た
ち
給

へ
る
。
火
界
呪
な
り
け
れ
ば
、
火
焔
た
ち
ま
ち
に
現
ず
る
時
」
と
い
う

一
節
は
、

　
の
　

安
楽
寿
院
本
も
全
く
同
文
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。
し

か
し
、
版
本
を
見
る
と

「
大
師
し
ば
ら
く
呪
を
調
し
、
手
を
こ
ま
ぬ
き

て
た
ち
給

へ
る
。
諦
し
給
ふ
所
の
真
言
、
火
界
呪
な
り
け
れ
ば
、
火
焔
た
ち
ま
ち
に
現
ず
る

時
」
と
あ
り
、
棒
線
部
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
版
本
の
方
が
本
来
の
詞
書
に
近
く
、

他
二
本
が
同
じ
部
分
を
欠
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
可
能

に
す
る
安
楽
寿
院
本
の
位
置
は
、
先
の

(
ア
)
で
は
な
く
、

(
イ
)

で
し
か
あ
り

得
な
い
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
場
合

(
B
)
の
位
置
に
は
、
総
持
寺
本
と
安

楽
寿
院
本
の
共
通
の
祖
本
と
な
る
べ
き
作
品
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
(
ウ
)

で
あ
る
こ
と
を
示
す
要
素
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
右

の
二

つ

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
天
狗
問
答
」

は
、
室
戸

の
金
剛
頂
寺
建
立
の
際
の
天
狗
降
伏
に
ま

つ
わ
る
話
で
あ
る
が
、

『遺
告
』

以
下

の
初
期
の
大
師
伝
諸
本
に
は
な
く

『弘
法
大
師
行
状
集
記
』
(
寛
治
三
年
、

一
〇

八
九
)
や
深
賢
の

『弘
法
大
師
行
化
記
」
(承
久
元
年
、

一
二

一
九
)

に
見
え
る

　
の
　

だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
寺
院
建
立
の
件
が
語
ら
れ
る
の
み
で
、
ま
だ

天
狗
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
当
然

の
事
な
が
ら

「火
界
呪
」
の
件
も
出
て
こ
な
い
。

ま
た
、
他

の
大
師
伝
絵
巻

で
も
、
天
狗
と
の
問
答
に
つ
い
て
は

一
様
に
語
ら
れ
て

い
る
樋
・
「火
界
呪
」
の
件
は
や
は
り
出
て
こ
な
い
。

一
方

「久
米
東
塔
」

は
、

大
師
渡
唐

の
契
機
と
な
る

『
大
日
経
』
の
発
見
に
ま

つ
わ
る
話

で
あ
り
、
『遺
告
』

以
下

の
諸
書

に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「滞
有
り
、
禅
問
す
る
所
無
け

れ
ば
」
と
い
う
文
言
は
、
大
師
伝
を
知
る
者
に
と

っ
て
は
恐
ら
く
成
句
的
な
も
の

と
な

っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
両
者
を
勘
案
す
る
と
、
版
本
が

「天
狗
問
答
」
の

「火
界
呪
」
の
件
を
補
足
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
安
楽
寿
院
本
が

「久
米
東
塔
」

の
③
の
部
分
を
右
の
成
句
的
な
表
現
に
よ

っ
て
書
き
改
め
た
と
考
え
る
方
が
、
ま

だ
蓋
然
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
憶
測

で
は
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
考
え
て
、

今
は
安
楽
寿
院
本
を

(
ア
)
で
は
な
く

(イ
)

の
位
置
に
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

で
は
最
後
に
、
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
は
、
ど
ち
ら
が

「秘
密
縁
起
」
の
本

来
の
詞
書
を
よ
り
多
く
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
版
本
を
加
え
た
三
者
の
関
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係
で
は
、
安
楽
寿
院
本

に
の
み
見
ら
れ
る
異
同
は
、
ま
ず
数
も
多
く
、
さ
ら
に
漢

字

一
字
の
異
同
や
、
仮
名
表
記
あ
る
い
は
係
り
結
び
に
つ
い
て
は
誤
り
も
多
か

っ

た
。

一
方
、
表
6
で
見
た
よ
う
に
、
総
持
寺
本
に
の
み
見
ら
れ
る
異
同
は
、
何
れ

も
些
細
な
誤
写
と
見
な
し
得
る
よ
う
な
も

の
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
右
の
こ
と
か
ら
、

「秘
密
縁
起
」

の
本
来
の
詞
書
に
近
い
位
置
に
あ
る
の
は
、
先

に
予
測
し
た
よ
う

に
、
安
楽
寿
院
本
で
は
な
く
総
持
寺
本
の
方

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

図
様

次
は
、
総
持
寺
本
の
図
様
を
安
楽
寿
院
本
と
比
較
す
る
。
詞
書

に
つ
い
て
は
版

本
を
比
較
対
象
に
加
え
た
が
、
図
様
に
つ
い
て
は
、
版
本
は
全
面
的
に
十
巻
本
を

取
り
入
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
比
較

の
必
要
は
な
い
。
な
お
、
各
段

の
事
蹟

　の
　

内
容
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
安
楽
寿
院
本
に

つ
い
て
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
一
)
上
巻

第

一
段

「
室
戸
修
行
」
(図
1
)

総
持
寺
本
は
、
土
佐
国
室
戸
崎
で
大
師
が
海
中
の
毒
龍
を
調
伏
す
る
場
面
と
、

修
行
中

に
明
星
が
飛
来
し
て
大
師
の
口
に
入
る
場
面
を
描
く
。
第

一
場
面
で
は
、

大
師
は
手
に
柄
香
炉
を
持
ち
、
踏
割
蓮
華

に
立

っ
て
、
海
中
の
四
頭
の
龍
と
対
峙

し
て
い
る
。
第
二
場
面
で
は
、
海
岸
に
座

っ
て
合
掌
す
る
大
師
に
、
左
上
方
の
霊

雲
か
ら

一
条
の
光
が
届
い
て
い
る
。
二
場
面
と
も
大
師
は
通
例
の
ご
と
く
檜
皮
色

(画
中
で
は
黄
土
色
)
の
僧
衣
を
身
に
着
け
る
が
、
ま
だ
有
髪

で
あ
り
、
僧
衣
に

角
髪
を
結
う
と
い
う
不
可
思
議
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
姿
は
上
巻
第
四
段

「
椀
市
讃
仰
」
を
除
き
、
同
第
八
段

「桂
谷
降
魔
」
ま
で
続
く
。
二

つ
の
場
面
の

間
に
は
、
背
景
と
し
て
荒
れ
た
海
や
山
景
が
広
が
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
二
場
面
を
描
く
が
、
総
待
寺
本
に
比
べ
る
と
個
々
の
モ
チ
ー

フ
が
簡
略
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第

一
場
面
の
卓
の
上
に
は
、
総
持
寺
本
は
三
具
足

と
六
器
を
調
え
る
が
、
安
楽
寿
院
本
は
意
味
不
明
の
文
様
を
描
く
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
安
楽
寿
院
本
の
龍
は

一
頭

で
あ
り
、
背
景
と
な
る
風
景
も
簡
略
で
あ
る
。
大

師
は
、
第

一
場
面
は
俗
体
の
童
形

で
あ
る
が
、
第
二
場
面
は
総
持
寺
本
と
同
じ
く

有
髪
の
ま
ま
僧
衣
を
着
け
る
。
こ
の
姿
は
第

一
巻
第
九
段

「捨
身
誓
願
」
か
ら
、

こ
の

「室
戸
修
行
」
の
第

一
場
面
を
除
き
、
第
二
巻
第
七
段

「
剃
髪
出
家
」
ま
で

続
く
。

厳
密
に
言
え
ば
、
両
本
の
間
に
は
多
く
の
異
同
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
構
成
に

は
共
通
性
が
あ
り
、
両
者
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

有
髪
の
ま
ま
僧
衣
を
着
け
る
姿
は
、
他
系
統
の
作
品
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
も
両
本
の
関
連
を
示
す
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。

第

二
段

「
天
狗
問
答
」
(図
2
)

総
持
寺
本
は
、
室
戸
の
金
剛
頂
寺
を
建
て
る
と
き
、
大
師
が
楠
の
洞
の
中
に
住

ん
で
い
た
天
狗
た
ち
を
火
焔
を
起
こ
し
て
退
散
さ
せ
る
場
面
と
、
そ
の
洞
の
中
に

「我
ゆ
く
す
ゑ
の
御
か
た
ち
」
を
作

っ
て
据
え
る
場
面
を
描
く
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
二
場
面
を
描
く
が
、
や
は
り
種
々
の
異
同
が
あ
る
。
例
え
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図
1

上

ー
1

室
戸
修
行

(下 へ続 く)

(下 へ続 く)

図
2

上

1

2
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図
4

上

1
4

椀
市
讃
仰

図
3

上

1
3

大
滝
飛
剣

(左へ続 く)

(左 へ続 く)

図
6

上

1
6

諸
処
練
行

図

5

上

1
5

我
拝
師
山

図

7

上

1
7

老
幅
授
鉢

(左 へ続 く)

図

10

i

10

登
壇
受
戒

(左 へ続 く)
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図
8

上

ー
8

桂
谷
降
魔

図

9

上

1
9

剃
髪
出
家



図

上

i

11

久
米
東
塔

(左 へ続 く)

図

12

下

1
1

門
徒
雅
訓

(左 へ続 く)

図

下

12

入
定
留
身

図
15

下

1
4

大
師
論
号

(左 へ続 く)
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図
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図
17
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安
楽
寿
院
本

第
三
巻
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入
唐

(右
端
省
略
)
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ば
天
狗
た
ち
が
退
散
す
る
様
子
は
、
総
持
寺
本
は
末
尾
の
風
景
の
中
に
表
す
が
、

安
楽
寿
院
本
は
第

一
場
面
の
楠
の
後
方
に
描
く
。
ま
た
、
第
二
場
面
の
楠
の
洞
の

中
の
大
師
像
は
、
両
本
と
も
右
手
に
三
鈷
杵
を
持

つ
大
師
像
通
例
の
図
様
で
あ
る

が
、
総
持
寺
本
は
こ
れ
を
椅
子
に
座
ら
せ

て
い
る
。

一
方
、
楠
の
傍
ら
に
い
る
大

師
は
、
総
持
寺
本
で
は
地
面
に
立

つ
が
、
安
楽
寿
院
本
で
は
蓮
台
に
座
る
。
こ
の

よ
う
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
な
構
成
は
相
似
通

っ
て
い
る
。

第
三
段

「大
滝
飛
剣
」
(図
3
)

総
持
寺
本
は
、
大
師
が
阿
波
国
大
滝
寺

で
修
行
を
し
て
い
る
と
き
、
天
か
ら
大

剣
が
飛
来
し
た
と
い
う
場
面
を
描
く
。
画
面
に
は
、
山
中
の
堂
で
修
法
を
行
う
大

師
と
、
そ
の
左
上
方

の
虚
空
に
浮
か
ぶ
剣
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
間
に
は
大
滝
寺

の
堂
塔
も
見
え
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
い
て
お
り
、
基
本
的
に
は
相
似
た
構
成
で
あ
る
。

た
だ
し
、
樹
木
や
堂
塔
が
大
振
り
で
あ
り
、
賑
や
か
な
感
じ
の
画
面
に
な

っ
て
い

る
。第

四
段

「椀
市
讃
仰
」
(図
4
)

総
持
寺
本
は
、
大
師
が
大
学
寮
で
味
酒
浄
成
や
岡
田
博
士
か
ら
五
経
三
史
を
学

ぶ
場
面
を
描
く
。
大
師
は
文
机
の
前
に
座

り
、
傍
ら
の
講
師
か
ら
教
え
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
俗
体
の
童
形
で
あ
り
、
前
段
ま
で
の
有
髪

に
僧

衣
と
い
う
姿

で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
段

の
本
来

の
位
置
は
此
処
で

は
な
く
、
第

一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に

「室
戸
修
行
」
よ
り
も
前
に
あ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
で
あ
る
が
、
大
師
と
講
師
の
組
合
わ
せ
を
三
回
繰
り

返
し
て
い
る
。
総
持
寺
本
に
比
べ
、
建
物
の
構
造
は
大
き
く
異
な
る
が
、
門
前
に

い
る
馬
と
御
者
、
画
面
左
下
の
塀
と
樹
木
は
両
本
共
通
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
総
持
寺
本
の
大
師
と
講
師
の
左
方
に
は
、
大
師
よ
り
も
幼
い
子
が

巻
物
を
広
げ
る
姿
と
こ
れ
に
対
峙
す
る
男
が
描
か
れ
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、

こ
の
図
様
は
安
楽
寿
院
本
の
第
二
場
面
に
近
似
す
る
。
こ
の
よ
う
な
幼
児
が
此
処

に
い
る
の
は
何
と
も
不
自
然
で
あ
り
、

こ
れ
は
本
来
は
大
師
と
講
師
を
描
い
た
図

様

で
あ

っ
た
も
の
が
、
転
写
の
過
程

で
変
容
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
建
物
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
他

の
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る

が
、
安
楽
寿
院
本
は
構
造
的
に
不
整
合
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
転
写
過
程
で
の
写
し

崩
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、
総
持
寺
本
は
整
然
と
し
た
空
間
を
描
き
出
し
て
い

る
。第

五
段

「我
拝
師
山
」
(図
5
)

総
持
寺
本
は
、
大
師
が
生
地

で
あ
る
讃
岐
国
屏
風
の
浦
で
の
修
行
中
に
、
釈
迦

如
来
の
影
向
を
拝
す
る
場
面
を
描
く
。
画
面
右
下
に
は
座
し
て
合
掌
す
る
大
師
を
、

左
上
に
は
霊
雲
に
包
ま
れ
た
釈
迦
如
来
座
像
を
描
く
。
背
景
に
は
山
々
が
描
か
れ

る
が
、
詞
書
が
述
べ
る
よ
う
な

「
屏
風
浦
」
を
思
わ
せ
る
景
色

で
は
な
い
。

安
楽
寿
院
本
に
は
な
い
事
蹟
な
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
系
統

の
大
師
伝

絵
巻
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
六
巻
本
、
十
巻
本
、
「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」
と
も

に
総
持
寺
本
と
同
じ
場
面
を
描

い
て
い
る
が
、
六
巻
本
は
そ
の
前
に
住
坊

の
中

で

の
修
行
の
場
面
を
加
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
釈
迦
の
表
現
が
異
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な
る
こ
と
で
あ
る
。
六
巻
本
は
立
像
、
十
巻
本
も
立
像

で
あ
る
が
左
右
に
比
丘
形

の
脇
侍
を
従
え
る
、
ま
た

「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」
は
座
像

で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
総
持
寺
本
に
最
も
近
似
す
る
の
は

「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」

で
あ
る
が
、

こ

れ
だ
け
で
は
影
響
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

第
六
段

「
諸
処
練
行
」
(図
6
)

総
持
寺
本
は
、
大
師
が
諸
処
を
め
ぐ

っ
て
修
行
を
重
ね
る
と
い
う
場
面
を
描
く
。

大
師
は
天
秤
棒
を
担
い
で
、
山
間
の
谷
川

に
架
か
る
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
彼
岸
の
岩
影
に
は
、
堂
舎
が
見

え
る
。

安
楽
寿
院
本
は
全
く
異
な
る
図
様
で
あ

り
、
老
僧
に
合
掌
す
る
大
師
と
多
数

の

社
殿
を
描
く
。

こ
れ
は
詞
書
末
尾
の

「熊
野
権
現
も
大
師
御
参
詣
の
時
始

て
法
体

を
あ
ら
は
し
給

へ
り
」
に
対
応
す
る
場
面
と
推
定
さ
れ
る
が
、
老
僧

の
姿
は
役
行

者
の
図
様

に
も
似
て
お
り
、
そ
の
前
の

「大
峰
葛
城
を
も
と
ほ
り
給
け
る
」

の
場

　
ほ
　

面
で
あ
る
可
能
性
や
、
両
者
を
折
衷
し
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。

第
七
段

「老
姫
授
鉢
」
(図
7
)

総
持
寺
本
は
、
播
磨
国
で
大
師
が
行
基
菩
薩
の
弟
子
の
在
俗
の
折
の
妻

で
あ

っ

た
と
い
う
老
女
か
ら
、
釈
尊
ゆ
か
り
の
鉄
鉢
で
供
応
さ
れ
る
場
面
を
描
く
。
第

一

場
面
で
は
女
は
家

の
中

に
座
し
、
大
師
は
縁
先
に
立

っ
て
い
る
。
第
二
場
面

で
は

大
師
も
家
の
中
に
座
し
、
供
応
を
受
け
て
い
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
二
場
面
を
描
く
が
、
第

一
場
面
で
女
が
井
戸
の
水
汲
み
を

し
て
い
る
こ
と
と
、
家

の
陰
に
幼
児
の
姿
が
あ
る
点
が
異
な
る
。
詞
書
の

「
み
ず

わ
ざ
す
ば
か
り
な
る
老
女
」
と
い
う
文
言

に
対
応
す
る
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
女

は
若
く
見
え
る
。
全
体
的

に
は
相
似
た
構
成
で
あ
る
。

第
八
段

「桂
谷
降
魔
」
(図
8
)

総
持
寺
本
は
、
伊
豆
国
桂
谷
の
山
寺

で
、
大
師
が
魔
縁
の
障
難
を
防
ぐ
た
め
に

虚
空
に
向
か

っ
て
魔
事
品
を
書
く
場
面
を
描
く
。
大
師
は
山
間
に
建

つ
堂
の
前
に

座
り
、
筆
を
持

つ
右
手
を
高
々
と
上
げ
て
文
字
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

詞
書
に
は

「虚
空
の
中
に
文
字
あ
ら
は
れ
て
」
と
あ
る
が
、
画
面
に
は
表
さ
れ
て

い
な
い
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
図
様
は
全
く
異
な
る
。
画
面
の
中
央

に

は
、
霊
雲
の
中
に
浮
か
ぶ

「大
般
若
波
羅
密
多
経
」
の
文
字
を
詞
書
通
り
に
記
し
、

そ
の
右
側
に
筆
を
高
々
と
挙
げ

て
立

つ
大
師
の
姿
を
描
く
。
文
字
の
左
側
に
は
大

日
如
来
の
座
像
を
描
く
。
こ
れ
は
、
詞
書
の

「
そ
の
後

(中
略
)
大
師
み
つ
か
ら

大
日
の
像
を

つ
く
り
て
安
置
し
給

へ
り
」
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
画
面

の
下
半
は
蓮
池
で
あ
り
、
大
振
り
な
蓮
華
と
蓮
葉
が
描
か
れ
る
。

第
九
段

「剃
髪
出
家
」
(図
9
)

総
持
寺
本
は
、
和
泉
国
槙
尾
寺

で
大
師
が
勤
操
に
従

っ
て
剃
髪
す
る
場
面
を
描

く
。
大
師
は
こ
れ
ま
で
の
僧
衣

で
は
な
く
、
「椀
市
讃
仰
」

と
同
じ
赤
い
衣
を
着

た
俗
形
で
あ
る
。
住
坊
の
左
手
前
に
は
、
岩
と
樹
木
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
大
師
は
前
段
ま
で
と
同
じ
僧
衣
を
着
け

て
い
る
。
大
師
の
背
後
か
ら
髪
に
剃
刀
を
当
て
る
僧
、
お
よ
び
向
か

っ
て
右

の
水

瓶
を
持

つ
僧
に
は
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
人
物
は
対
応
せ
ず
、

住
坊
の
描
き
方
も
大
き
く
異
な
る
。
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第
十
段

「登
壇
受
戒
」
(図
10
)

総
持
寺
本
は
、
東
大
寺
戒
壇
院

で
大
師

が
具
足
戒
を
受
け
る
場
面
を
描
く
。
戒

壇
院
と
お
ぼ
し
き
建
物
を
画
面
中
央

の
上

寄
り
に
描
き
、
左
右
に
回
廊
を
巡
ら
せ

る
。
そ
の
中
に
多
数
の
僧
や
僧
兵
、
稚
児
な
ど
を
描
く
が
、
大
師
で
あ
る
こ
と
を

示
す
桧
皮
色
の
僧
衣
は
画
中

に
見
あ
た
ら
な
い
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
い
て
お
り
、
特
に
中
央
の
石
段
を
登
る
二
人

の

僧
に
つ
い
て
は
、
そ
の
姿
態
も
位
置
関
係
も
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ

か
の
人
物
に

つ
い
て
は
、
鎧
を
着
け
た
者
が
加
わ
る
な
ど
異
同
が
多
く
、

一
人

一

人
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
画
面
中
央
上
寄
り
に
建
物
を
描
く

の
は
同
じ
で
あ
る
が
、
回
廊
は
省
略
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
総
持
寺
本
は
、
石
段
の
二
僧
の
衣
を
鼠
色
に
す
る
が
、
安
楽
寿
院
本
で

は
檜
皮
色
に
な

っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
大
師
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
総
持
寺
本

は
、
恐
ら
く
転
写
の
過
程
で
大
師
の
表
象

で
あ
る
檜
皮
色
を
失

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
十

一
段

「久
米
東
塔
」
(図
11
)

総
持
寺
本
は
、
夢
告
を
得
た
大
師
が
大

和
国
高
市
郡
久
米
寺
の
東
塔
の
心
柱
か

ら
大
日
経
を
発
見
す
る
場
面
を
描
く
。
大
師
は
、
第

一
場
面
で
は
住
坊
の
中
に
座

し
、
第
二
場
面
で
は
山
中
を
行
き
、
そ
し

て
第
三
場
面
で
は
塔
の
中
で
経
巻
を
開

い
て
い
る
。
背
景
の
自
然
描
写
が
豊
か
で
あ
り
、
そ
の
中
で
三

つ
の
場
面
が
巧
み

に
展
開
す
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
画
面
が
短
く
、
塔
以
外
の
背
景
は

一
切

描
か
れ
て
い
な
い
。
塔

の
右
手
前
に
、
総
持
寺
本
の
第
二
場
面

に
相
当
す
る
場
面

を
、
ま
た
塔

の
中
に
第
三
場
面
に
相
当
す
る
場
面
を
描
く
。
前
者
で
は
、
大
師
は

編
笠
を
被
り
、
手
に
柄
香
炉
を
持

っ
て
い
る
が
、
こ
の
編
笠
は
総
持
寺
本
の
第
二

場
面

に
も
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第

一
場
面
で
も
大
師
の
傍
ら
に
置
か
れ
て
い

た
。
他
系
統
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
「秘
密
縁
起
」
特
有
の
モ

チ
ー
フ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

(二
)
下
巻

第

一
段

「門
徒
雅
訓
」
(図
12
)

総
持
寺
本
は
、
入
定
を
思
い
定
め
た
大
師
が
諸
弟
子
を
集
め
て
遺
告
を
す
る
場

面
を
描
く
。
画
面
冒
頭
に
住
坊
が
あ
り
、
中
に
大
師
と
六
人

の
僧
が
い
る
。
遺
告

は
二
回
行
わ
れ
る
が
、

一
回
目
に
大
師
は
実
恵
、
真
如
、
真
雅
、
真
済
、
真
紹
、

真
然
と
会
話
を
交
し
て
お
り
、
六
人
の
僧
は
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

住
坊
の
左
方

に
は
松
樹
が
あ
り
、
こ
の
後
に
三

つ
の
建
物
が
続
く
。

安
楽
寿
院
本
も
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
外
に
桜
の
花
が
咲
い
て
る
の
で
、

こ
ち
ら
は
承
和
二
年

(八
三
五
)
三
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
二
回
日
の
遺
告
の
場

面
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(詞
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
回
目
の
遺
告
は
前

年

の
十

一
月
十
二
日
に
行
わ
れ
て
い
る
)
。
僧
の
数
は
十
二
人

に
増
え
、
皆

一
様

に
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
様
子
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

二
回
目

の
遺
告

に

つ
い
て
の

「御
詞
を
き
く
に
か
な
し
み
肝
に
銘
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
と

い
う
詞
書

に
対

応
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
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第
二
段

「入
定
留
身
」
(図
13
)

総
持
寺
本
は
、
高
野
山
奥

の
院
に
大
師

の
墓
所
と
し
て

「塔
婆
」
を
立
て
る
場

面
を
描
く
。
画
面
で
は

「塔
婆
」
は
五
輪

塔
と
し
て
表
さ
れ
、
周
囲
に
石
を
運
ぶ

人
夫
た
ち
、
こ
れ
を
差
配
す
る
僧
達
が
描

か
れ
て
い
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
い
て
お
り
、
後
方
に
遠
山
や
樹
木
を
配
す
る
構

成
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
物
の
配
置
は
大
き
く
異
な

っ
て
お

り
、
個
々
の
対
応
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
三
段

「慈
覚
霊
夢
」
(図
14
)

総
持
寺
本
は
、
慈
覚
大
師
が
夢
を
見
る
場
面
を
描
く
。
画
面
左
寄
り
に
住
坊
が

あ
り
、
慈
覚
は
そ
の
中
で
眠

っ
て
い
る
。
庭

に
は

一
茎
の
蓮
華
が
浮
か
び
、
そ
の

上
に
五
鈷
杵
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
夢

の
中
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

住
坊
の
手
前
に
は
、
土
披
と
松
の
木
が
描

か
れ
て
い
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
土
披
と
松
の
木
は
な
い
。

第
四
段

「大
師
設
号
」
(図
15
)

総
持
寺
本
は
、
大
師
の
五
代
の
弟
子
観
賢
僧
正
が
、
醍
醐
天
皇
の
勅
命
を
受
け

て
奥
の
院

へ
参
詣
す
る
場
面
を
描
く
。
第

一
場
面
は
観
賢
が
奥
の
院
の

「廟
窟
」

を
拝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
画
面
で
は
小
高
い
所

に
小
堂
を
描
い
て

「廟
窟
」
と

し
、
そ
の
右
下
方
に
観
賢
と
供
の
稚
児
を
描
く
。
詞
書

に
は
、
廟
窟
を
開
い
て
も

大
師
の
姿
を
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
観
賢
は
泣
く
泣
く
俄
悔
を
し

た
と
あ
り
、
そ
の
場
面
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
場
面
は
観
賢
が
稚
児

の
手
を
取

っ
て
大
師
の
膝
に
触
れ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
廟
窟
」

の
小
堂
を

描
く
の
は
先
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
観
賢
と
稚
児
の
前
に
檜
皮
色
の
僧
衣

を
着
け
た
大
師
が
現
れ
て
い
る
。
第
三
場
面
は
観
賢
が
大
師
の
髪
を
剃
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
後
、
醍
醐
天
皇
勅
賜
の
装
束
に
着
替
え
さ
せ
た
と
い
う
が
、
画
中

に
は
新
し
い
装
束
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
小
堂
は
雲
の
中

に
隠
れ
て
お
り
、
山
中

を
思
わ
せ
る
風
景
の
中
に
大
師
と
観
賢
、
そ
の
傍
ら
に
控
え
る
稚
児
を
描
く
だ
け

で
あ
る
。
な
お
、
稚
児
は
三
場
面
を
通
じ
て
登
場
す
る
が
、
詞
書

に
よ
る
と
、
第

二
場
面

で
大
師

の
膝
に
触
れ
る
の
は
観
賢
の
弟
子
の
淳
祐

で
あ
る
。

こ
れ
を
稚
児

の
姿
に
描
く
の
は
、
明
ら
か
に
誤
写
で
あ
り
、
転
写
の
過
程

で
生
じ
た
写
し
崩
れ

と
思
わ
れ
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
を
描
く
が
、
総
持
寺
本

の
第

一
場
面
に
当
た
る
も
の

は
な
く
、
表
現

に
も
異
同
が
多
い
。
例
え
ば
、
総
持
寺
本
は

「廟
窟
」
を
小
堂
で

表
し
、
そ
の
中

に
居
る
べ
き
大
師
を
あ
た
か
も
地
上
に
座

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

描
い
て
い
た
が
、
安
楽
寿
院
本
は
よ
り

「廟
窟
」
ら
し
さ
を
表
す
た
め
に
、
小
高

い
山
の
上

に
小
堂
を
描
き
、
そ
の
真
下
に
洞
窟

の
様
な
空
間
を
設
け
て
大
師
、
観

賢
、
淳
祐
を
入
れ
る
。
そ
の
右
手
前
に
は
、
勅
賜
の
装
束
を
捧
げ
持

つ
束
帯
姿
の

人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
総
持
寺
本
に
は
な
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま

た
、
淳
祐
が
大
師

の
膝

に
触
れ
る
場
面
は
、
安
楽
寿
院
本
で
は
観
賢
に
手
を
取
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
淳
祐
が

一
人

で
右
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
詞
書
に
は

「わ
つ
か

に
御
ひ
ざ
ば
か
り
を
さ
ぐ
り
奉
ら
れ
け
る
に
」
と
あ
る
だ
け
で
、
観
賢
に
手
を
取

ら
れ
て
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
安
楽
寿
院
本
の
方
が
詞
書
通
り
の
表
現
で

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
他
系
統

の
大
師
伝
絵
巻
を
見
る
と
、
ど
の
詞
書
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も
観
賢
が
淳
祐
の
手
を
と

っ
て
触
れ
さ
せ
た
と
記
し
て
お
り
、
絵
も
そ
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。
総
持
寺
本
の
図
様
に
は
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
他
系
統
の
影
響

が
入
り
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
両
本
の
問
に
は
多
く
の
異

同
が
見
ら
れ
る
が
、
淳
祐
を
稚
児
の
姿
に
描
く
と
い
う
点
で
は
、
安
楽
寿
院
本
も

同
じ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
系
統
の
大
師
伝
絵
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
表

現

で
あ
る
の
で
、
「秘
密
縁
起
」
の
転
写
過
程

で
生
じ
た
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。さ

て
、
総
持
寺
本
の
こ
の
段
に
は
、
も
う

一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は

第

一
場
面
と
第
二
場
面
の
間
で
料
紙
が
切
れ
て
お
り
、
図
様
も
繋
が

っ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
の
絵
の
料
紙
は
四
枚
か
ら
な
る
が
、
前
の
二
枚
に
第

一
場

面
が
、
後
ろ
の
二
枚
に
第
二
場
面
と
第
三
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
見
し
て
錯

簡
が
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
表
4
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
第
二
紙
と
第

三
紙
の
合
計
は
四
十
九

・
八
セ
ン
チ
で
あ

り
、
本
来
の
料
紙

一
枚
分
に
相
当
す
る

(表
4
の
備
考
欄
⑦
参
照
)
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第

一
章
の
終
わ
り
近
く
で

「本

来

一
紙
で
あ

っ
た
も
の
が
誤

っ
て
二
枚
に
切
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
」

と
述
べ
た
が
、
表
4
を
見
る
限
り
、
や
は
り
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
ま
り
、

仮

に
第
二
紙
と
第
三
紙
の
間
に
錯
簡
が
あ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
総
持
寺
本

に
お

い
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前

の
作
品
に
お
い
て
既
に
生
じ
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
総
持
寺
本
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「誤

っ
て
二
枚
に
切
断
さ
れ
た
」
の
は
、

「絵

の
巻
」
を
段

毎

に
切
り
離
す
際
に
、
図
様
が
繋
が

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
場
面
以
降
が

別
の
段

の
絵
と
勘
違
い
さ
れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

総
持
寺
本

の
第

一
場
面
と
第
二
場
面
の
不
連
続
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
右
の

よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
錯
簡
と
言

っ
て
も
、
事
蹟
の
展
開
か
ら
み
る

と
順
序
が
錯
誤
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
こ
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
別
の
場

面
が
あ
る
ほ
ど
で
も
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
背
景
の
風
景
が
も
う
少
し
描
か
れ

て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

第
五
段

「
高
野
臨
幸
」
(図
16
)

総
持
寺
本
は
、
白
川
院
の
高
野
臨
幸
の
場
面
を
描
く
。
背
景
は
何
も
な
く
、
牛

車
を
中
心
と
し
た
行
列
の
み
が
描
か
れ
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
場
面
で
あ
る
が
、
総
持
寺
本
の
行
列
は
騎
馬
も
含
め
て
二

十
三
人

で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
総
勢
三
十
六
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
牛
車

の

窓
か
ら
も
二
人
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
個
々
の
人
物
配
置
に
は
対
応
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
背
景
を
全
く
描
か
な
い
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

両
者

の
共
通
性
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(三
)
新
出
断
簡

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
藤
野
滋
氏
所
蔵
の
断
簡
で
あ
る
。
詞
書
は
な
く
、
絵

の
み
が
掛
幅
に
改
装
さ
れ
て
い
る

(図
17
)
。
縦
は
二
十
五

・
七
セ
ン
チ
で
あ
り
、

上
巻
の
二
十
七

・
一
セ
ン
チ
、
下
巻
の
二
十
七

・
○
セ
ン
チ
よ
り
も
や
や
短
い
が
、

改
装
の
際
に
上
下
を
少
し
ず

つ
切
り
詰
め
た
と
考
え
れ
ば
問
題
な
い
。
横
は
五
十

四

・
○
セ
ン
チ
で
あ
り
、
右
端
か
ら
三
十
三

・
一
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
紙
継
が
あ

一45一



る
。画

面
を
見
る
と
、
う
ね
る
よ
う
な
波
が

一
面

に
広
が
り
、
そ
の
中
に
二
本
の
帆

柱
を
持

つ
大
き
な
船
と
荷
物
を
運
ぶ

一
艘

の
艀
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
帆
柱
の
先

が
少
し
切
れ
て
い
る
の
は
、
画
面
上
端
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
と
似
た
よ
う
な
図
様
を
安
楽
寿
院
本

の
中

に
探
し
て
み
る
と
、
第
三
巻
第
二
段

「
勅
許
入
唐
」
の
後
半
部

(図
18
)
に
相
当
す
る
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

安
楽
寿
院
本
の
詞
書

に
よ
れ
ば
、

こ
の
段
は
大
師
が
留
学
の
勅
命
を
受
け
、
遣

唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
と
と
も
に
第

一
船

に
乗

っ
て
出
帆
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
安
楽
寿
院
本

の
絵
は
、
画
面
右
半
分
を
陸
、
左
半
分
を
海
と
し
、
陸
に
は
岸

辺
に
立

つ
大
師
と
僧
二
人

の
ほ
か
積
み
荷
を
運
ぶ
馬
や
男
た
ち
を
、
そ
し
て
海
に

は
遣
唐
使
船
と
二
艘

の
艀
船
を
描
く
。
新
出
の
断
簡
は
、
こ
の
海
の
部
分
に
相
当

す
る
が
、
艀
船
は

一
艘

で
あ
る
。
遣
唐
使
船
に
つ
い
て
は
、
安
楽
寿
院
本
は
船
室

の
周
囲
に
慢
幕

の
よ
う
な
物
を
引
き
回
し
、
そ
の
合
間
か
ら
僧
の
顔
を
覗
か
せ
る

が
、
断
簡

の
船
室
は
連
子
窓
と
白
壁
に
囲
ま
れ
た
堅
牢
な
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外

の
お
お
よ
そ
の
構
造
は
両
本
で

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
人
物
に
つ
い
て

は
、
遣
唐
使
船

の
船
室
の
上
に
座
る
烏
帽
子
の
男
、
艀
船
を
漕
ぐ
男
、
そ
の
左
方

で
荷
物
を
持
ち
上
げ
る
男
、
遣
唐
使
船
の
船
縁
で
こ
れ
を
受
け
取
ろ
う
と
す
る
二

人

の
男
な
ど
が
対
応
し
、
両
本
共
通
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
船
首

の
楼
台

の
よ
う
に
な

っ
た
部
分

に
い
る
男
や
船
尾
で
錨
を
下
ろ
す
男
に

も
、
姿
勢
は
異
な
る
も
の
の
、
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。

次

に
、

こ
の
断
簡
の
表
現
を
総
持
寺
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
海

の
表

現
を
上
巻
第

一
段

「室
戸
修
行
」

の
そ
れ
と
見
比

べ
る
と
、
断
簡
の
方
が
荒
波
に

な

っ
て
い
る
が
、
逆
S
字
形

の
曲
線
を
重
ね
た
波
の
描
写
や
、
そ
の
合
間
に
突
出

す
る
蕨
手
状

の
小
さ
な
波
頭

の
形
態

に
強

い
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
人
物

に
つ
い
て
は
、
船
上

の
人
物
を
上
巻
第
四
段

「椀
市
讃
仰
」
の
俗
体
の
人
物
や
、

下
巻
第
五
段

「高
野
臨
幸
」

の
行
列
に
供
奉
す
る
人
々
と
比
較
す
る
と
、
柔
ら
か

な
筆
致
や
穏
や
か
な
表
情

に
共
通
性
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
画
面
の
上
下

に
は
数
本

の
直
線
か
ら
な
る
霞
が
引
か
れ
る
が
、

こ
れ
も
両
本
共
通
の
表
現
で
あ

る
。
彩
色
は
淡
彩
を
基
調
と
し
た
穏
や
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
色
調
も
両
本

で
共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
出
の
断
簡
は
総
持
寺
本
と
全
く
同
じ
様
式
的
特

徴
を
示
し
て
お
り
、
両
者
が
同

一
筆
者

の
手

に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
本
来
は

一
具

の
絵
巻

で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安
楽
寿
院
本
の
構
成
に
従
え
ば
、
こ

の

「勅
許
入
唐
」
は

「久
米
東
塔
」
の
次

の
事
蹟

で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
段
が
今

後
さ
ら
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(四
)
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
関
係

で
は
、
最
後
に
右
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
総
持
寺
本
と
安
楽
寿
院
本
の
図
様
が
全
く
異
な
る
の
は
、
上
巻
第
六
段

「諸
処
練
行
」
と
同
第
八
段

「桂
谷
降
魔
」
の
二
段
の
み
で
あ
る
。
前
者

は
他
系

統

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い

「
秘
密
縁
起
」
独
自

の
事
蹟
で
あ
り
、
両
本
の
何
れ

が
本
来
的
な
図
様
を
伝
え
て
い
る
の
か
、
何
故

こ
の
よ
う
に
両
本
で
図
様
が
異
な

る
の
か
、
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
そ
の
答
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
者

一46一



は
他
系
統
の
大
師
伝
絵
巻

に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
図
様
が
異
な

る
。
強
い
て
言
え
ば
、
総
持
寺
本
は
そ
の
中
で
は
十
巻
本
に
最
も
よ
く
近
似
す
る
。

一
方
、
安
楽
寿
院
本
は
他
に
類
例
の
な
い
図
様
で
あ
り
、
特
に
大
日
如
来
像

の
件

は
他
系
統

で
は
詞
書

に
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
詞
書

に
忠

実
な
安
楽
寿
院
本

の
図
様
の
方
が

「秘
密
縁
起
」
の
独
自
性
を
よ
く
表
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
の
段
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
何
ら
か
の
共
通
性
を
有
す
る
。
例
え

ば
、
上
巻
第
四
段

「椀
市
讃
仰
」
と
同
第
九
段

「剃
髪
出
家
」
は
、
建
物

の
構
造

や
人
物

の
配
置
が
大
き
く
異
な

っ
て
お
り
、

一
見
す
る
と
全
く
別
の
図
様

の
よ
う

に
見
え
る
が
、
主
要
人
物
や
添
景
の

一
部

に
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
共
通
し
た

表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
両
本
の
図
様
が
最
も
よ
く
相
似
す
る
の
は
、
上
巻
第
三
段

「大
滝
飛
剣
」

で
あ
る
。
筆
触

の
相
違
に
よ
り
画
面
か
ら
受
け
る
印
象

は
大
き
く

異
な
る
が
、
よ
く
見
る
と
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
も
、
そ
の
配
置
に
も
強
い
共
通

性
が
認
め
ら
れ
る
。
前
節
で
紹
介
し
た
新
出

の
断
簡
も
、

モ
チ
ー
フ
の
出
入
は
あ

る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
の
図
様
は
相
似
通

っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
巻
第

一
段

「室

戸
修
行
」、
同
第
二
段

「
天
狗
問
答
」
、

同
第
七
段

「
老
姻
授
鉢
」
、
同
第
十
段

「登
壇
受
戒
」
、
下
巻
第
三
段

「慈
覚
霊
夢
」
は
、
基
本
的
な
画
面
構
成
に
共
通
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
段

で
は
、

共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
部
分
と
大
き
な

異
同
が
生
じ
て
い
る
部
分
が
混
在
し
て
お
り
、

一
部
の
モ
チ
ー
フ
に
は
明
ら
か
な

配
置
の
異
同
や
表
現
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
主
要
な
登
場
人

物
の
表
現
は
大
抵
共
通
す
る
が
、
背
景

の
描
写
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば

「室
戸
修
行
」
や

「天
狗
問
答
」

で
は
、
総
持
寺
本
は
豊
か
な
風
景
を
展
開
さ
せ

る
が
、
安
楽
寿
院
本
は
簡
略
な
背
景
し
か
描
い
て
い
な
い
。
逆
に
、
背
景

に
共
通

性
が
あ
り
、
人
物
に
異
同
が
大
き
い
の
は
、
下
巻
第

一
段

「
門
徒
雅
訓
」
と
同
第

二
段

「
入
定
留
身
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
背
景
を
描
か
な
い
と
い
う
点
に
も
共
通

性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
下
巻
第
五
段

「高
野
臨
幸
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
段
は
、
安
楽
寿
院
本
の

「
桂
谷
降
魔
」

の

第
二
場
面
を
除
き
、
す
べ
て
両
本
が
同
じ
場
面
を
表
す
も
の
で
あ

っ
た
が
、
最
後

の

「
門
徒
雅
訓
」
は
舞
台
は
同
じ
場
所
で
あ
る
が
、
時
は
異
な

っ
て
お
り
、
別
の

場
面
で
あ
る
。

次
に
、
上
巻
第
十

一
段

「久
米
東
塔
」
と
下
巻
第
四
段

「大
師
謹
号
」
は
、
と

も
に
総
持
寺
本
は
三
場
面
を
描
く
の
に
対
し
、
安
楽
寿
院
本
は
そ
の
第
二
場
面
と

第
三
場
面
だ
け
を
描
く
例
で
あ
る
。
「久
米
東
塔
」
の
両
本

に
共
通
す
る
二
場
面

で
は
、
大
師
は
よ
く
似
た
姿
で
あ
る
が
、
背
景
は
大
き
く
異
な
る
。
総
持
寺
本
は
、

先
述
の

「室
戸
修
行
」
や

「天
狗
問
答
」
よ
り
以
上
に
豊
か
な
風
景
を
描
出
す
る

が
、
安
楽
寿
院
本
は
極
度
に
簡
略
化
し
た
背
景
し
か
描
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

総
持
寺
本
に
の
み
見
ら
れ
る
第

一
場
面
は
、
他
系
統
の
大
師
伝
絵
巻
と
比
較
す
る

　　
　

と
、
十
巻
本
の
第

一
場
面
に
最
も
よ
く
近
似
す
る
。
「大
師
謹
号
」
に
つ
い
て
は
、

総
持
寺
本
の
第

一
場
面
は
他
系
統

に
も
類
例
の
な
い
図
様

で
あ
る
。
残
る
二
場
面

は
、
廟
窟
の
表
現
が
大
き
く
異
な
る
が
、
先
述
の
如
く
淳
祐
を
稚
児
の
姿
に
描
く

と
い
う
点

で
は
同
じ
誤
り
を
犯
し
て
お
り
、
両
者
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
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さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
総
持
寺
本

と
安
楽
寿
院
本
の
図
様
に
つ
い
て
は
、

上
巻
第
六
段

「諸
処
練
行
」
と
同
第
八
段

「
桂
谷
降
魔
」
を
除
き
、
何
ら
か
の
土
ハ

通
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特

に
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
有
髪

の
ま
ま
僧
衣
を
纏
う
大
師
の
姿
、
「久
米
東
塔
」
で
大
師
が
被
る
編
笠
、
「大
師
詮

号
」
に
お
け
る
淳
祐
の
誤
写
な
ど
は
、
「
秘
密
縁
起
」
に
の
み
見
ら
れ
る
モ
チ
ー

フ
で
あ
り
、
両
者
が
共
通
の
母
胎

に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

し
か
し
、
制
作
時
期
は
約
半
世
紀
ほ
ど
安
楽
寿
院
本

の
方
が
先
行
す
る
が
、
両

本
を
見
比
べ
る
と
、
総
じ
て
安
楽
寿
院
本

の
方
が
写
し
崩
れ
が
大
き
く
、
図
様
と

し
て
は
総
持
寺
本
の
方
が
は
る
か
に
整
然

と
し
て
お
り
、
描
写
も
的
確
で
あ
る
。

特
に
、
本
章
の

「椀
市
讃
仰
」
の
と
こ
ろ

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
安
楽
寿
院
本
の

建
物
を
描
く
際
の
空
間
の
不
整
合
ぶ
り
は
、

こ
の
時
代
の

一
般
的
傾
向
で
あ
る
と

は
い
え
、
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
点
は
、
前
章

で
検
討
し
た
詞
書
に
つ
い

て
の
結
果
、
す
な
わ
ち
総
持
寺
本
が
正
し
く
、
安
楽
寿
院
本
が
誤
り
を
犯
し
て
い

る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
転
写

に
あ
た

っ
て
如
何
に
図
様
の
修
正
を
し
た
と
し
て
も
、
総
持
寺
本
が
安
楽
寿
院
本

を
直
接
写
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
両
本

に
つ
い
て
は
、
共
通
の
母

胎
か
ら
派
生
し
た
転
写
本
同
士
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

四

奥
書

総
持
寺
本
の
上
巻
末
尾
に
は
、
左
記

の
奥
書
が
あ
る

(図
11
)。

マ
マ

「河
州
交
野
群
小
松
寺
常
住
也

永
正
拾
六
年
妃
七
月
上
旬
」

こ
れ
に
よ
り
、
本
絵
巻
は
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
七
月
上
旬
に
は
河
内
国

交
野
郡
小
松
寺

の
什
物

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
奥
書
は
第
十

一
段

「久

米
東
塔
」
の
絵

の
料
紙
と
は
別
の
軸
付
紙
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
紙
質
は
詞

書
や
絵
の
料
紙
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詞
書
と
同
筆
か
否
か
は
判
断
し
難

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
制
作
時
期
の
下
限
を
永
正
十
六
年
七
月
に
定

め
る
こ
と
は
で
き
る
。

小
松
寺
は
、
大
阪
府
交
野
郡

の
星
田
山
中
に
あ

っ
た
真
言
宗
東
寺
派
の
寺
院
で

　お
　

あ
る
。
「
河
内
国
小
松
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
和
銅
五
年

(七

一
二
)
、
河
内
国
交

野
郡
の
八
葉
の
形
を
し
た
山

の
峯

の
松
の
も
と
に
、
三
人
の
童
が
草
堂
を
建
て
て

石
仏
を
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
も
と
は
荒
山
寺
と
い
う
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
縁
起
は
、
応
永
二
十
六
年

(
一
四

一
九
)
、
同
寺
に
寄
寓
し
た
僧
聖
順
が
寺

主
実
秀
所
持
の

「縁
起
」
を
書
写
し
、
編
集
を
加
え
た
と
い
う
も
の
で
、
右
の
創

建
の
由
来
か
ら
、
平
安
時
代
の
盛
衰
を
中
心
に
、
承
久
二
年

(
一
二
二
〇
)
ま
で

の
記
事
を
収
録
す
る
。
内
容
の
真
偽
は
定
か
で
な
い
が
、
『交
野
町
史
」

は
、
秦

姉
子
が
亡
夫
小
松
景
光
の
供
養
の
た
あ
に
七
間
四
面
の
御
堂
を
建
立
し
た
と
い
う

延
長
三
年

(九
二
五
)
の
記
事
に
注
目
し
、
本
格
的
な
真
言
寺
院
と
し
て
の
始
ま

　　
　

り
を
こ
の
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
五
年
後
の
延
長
八
年

(九
三
〇
)
正
月
に
は
、

長
谷
寺
の
智
道
聖
人
を
迎
え
て
御
堂
の
供
養
を
し
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
事
実

で
あ
る
な
ら
ば
、
当
時
は
既
に
真
言
寺
院
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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小
松
景
光

の
名
に
ち
な
ん
で
、
寺
名
を
小
松
寺
に
改
め
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る

と
い
う
。
な
お
長
谷
寺
と
の
関
連
で
は
、

こ
れ
よ
り
以
前
の
嘉
祥
元
年

(八
四
八
)

四
月
二
十
八
日
、
長
谷
寺
の
観
世
音
菩
薩

が
摂
津
國
総
持
寺
の
本
尊
を
作

っ
た
帰

り
に
立
ち
寄
り
、
村
内
の
小
松
で

一
尺
二
寸
の
観
音
像
を
彫

っ
た
と
い
う
記
事
も

注
目
さ
れ
る
。

『
交
野
町
史
」
に
よ
れ
ば
、
近
世
の
小
松
寺
は
、
永
禄
七
年

(
一
五
六
四
)
か

ら

一
時
遠
藤
昌
親
と
い
う
武
将
の
居
城
と
し
て
利
用
さ
れ
、
以
後
は
な
は
だ
し
く

衰
微
し
た
た
め
、
元
禄
十
六
年

(
一
七
〇
三
)
、
残

っ
て
い
た
仏
像
等
を
近
隣

の

寺
院
に
移
し
、
廃
寺
に
し
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
絵
巻
が
伝
来
し
て
い
た
十

六
世
紀
初
頃
の
様
子
は
不
明
で
あ
り
、
本
絵
巻
と
の
関
連
を
示
す
よ
う
な
記
録
も

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
交
野
市
星
田
に
は
本
門
法
華
宗
の
同
名
の
寺
院
が

現
存
す
る
が
、
こ
れ
は
宝
永
元
年

(
一
七
〇
四
)
に
耕
雲
院
日
応
上
人
が
創
建
し

た
も
の
で
、
場
所
も
異
な
る
別
の
寺
院

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
安
楽
寿
院
本
も
河
内
国
交
野
郡
に
縁
の
あ
る
絵
巻
で
あ
る
。
各
巻

の
奥
書
を
総
合
す
る
と
、
制
作
を
発
願
し
た
の
は
河
内
国
交
野
郡
の
神
尾
寺
の
衆

徒
で
あ
る
こ
と
、
清
滝
寺
か
ら

「
絵
本
」
を
借
用
し
、
詞
書
は
極
楽
坊
永
慶
に
、

絵
は
応
仁
の
乱
を
避
け
て
当
国
に
在
住
し

て
い
た
京
都
絵
所
絵
師
往
忠
に
写
さ
せ

た
こ
と
、
そ
し
て
詞
書

の
書
写
が
終
わ

っ
た
の
は
応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
十

一

月
上
旬
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
神
尾
寺
に
つ
い
て
は

「東
寺
末
流
」
と

記
さ
れ
て
い
る
以
外
に
知
る
と
こ
ろ
が
な

い
が
、
先
の
小
松
寺
も
東
寺
系

で
あ

っ

た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
同
じ
交
野
郡
内
の
同
系
の
寺
院

に
、
相
異
な
る
二

種
の

「秘
密
縁
起
」
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
奥
書

の
年
記
に
約
半
世
紀

の
開
き
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
関
連
は
極
め
て
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
。

さ
て
、
総
持
寺
本

の
奥
書

に
つ
い
て
は
、
も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
か

　が
　

つ
て
梅
津
次
郎
氏
は

『
不
空
庵
常
住
古
紗
旧
粟
録
』
所
収

の

「
弘
法
大
師
絵
伝
」

四
巻
に

つ
い
て
、

こ
れ
は

「
秘
密
縁
起
」
系
統
の
零
本
で
あ
り
、
奥
書

に

「
河
州

交
野
郡
小
松
寺
常
住
也

永
正
拾
六
年
妃
七
月
上
旬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

　　
　

紹
介
さ
れ
た
。
同
書
は
松
田
福

一
郎
氏
所
蔵
の
名
品
集
で
あ
り
、

「
弘
法
大
師
絵

伝
」
は
白
黒
写
真
が
二
図
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
問
題
の
奥
書
は
第
二
図
の
末
尾
に

あ
る
が
、
総
持
寺
本
と
同
文
で
あ
り

(総
持
寺
本
は

「郡
」
を

「
群
」

に
誤
る
)
、

ま
た
筆
蹟
か
ら
見
て
同

一
筆
者
の
手
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(挿
図
3
)
。

さ
ら
に
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
も
、
白
黒
写
真
か
ら
で
は
あ
る
が
、
総
持
寺
本
と
同

筆
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
総
持
寺
本
は
、
昭
和
十
八
年
に
は
四
巻
が
伝

存
し
て
い
た
絵
巻
と
本
来
は

一
具
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
不
空
庵
常
住
古
鋤
旧
粟
録
』
に
掲
載
の
第

一
図
は
、
大
師
と
も
う

一
人
の
人

物
が
馬
に
乗
り
、
供
を
連
れ
て
行
列
を
な
し
て
い
る
場
面
で
あ
る

(挿
図
2
)
。

こ
れ
は
安
楽
寿
院
本
の
第
四
巻
第

一
段

「長
安
入
京
」
の

一
部
に
あ
た
る
場
面
で

あ
り
、
後
方
の
騎
馬
人
物
は
遣
唐
大
使
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
周
囲
の
人
物
に

つ
い
て
は
、
対
応
関
係
は
認
あ
ら
れ
な
い
。
第
二
図
の
冒
頭
に
は
五
行
半
の
詞
書

が
あ
る

(挿
図
3
)。
左
記
の
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
安
楽
寿
院
本
第
五
巻
第
七

段

「流
水
点
字
」
の
末
尾
に

一
致
す
る
。

「
(を
あ
ら
は
し

つ
＼
う
せ
に
け
り
。
藤
の
)

一49一



衣
は
た
ち
ま
ち
に
瑠
路
と
そ
な
り

し
。
大
聖

の
御
心
に
も
大
師
の

徳
を
感
じ
て
来
給
け
る
に
や
。

唐
国
に
し
て
、
か
様

の
不
思
議

ひ
と

つ
に
あ
ら
ず
。
」

絵
は
四
場
面
か
ら
な
り
、
第

一
場
面
は
大
師
と
童
子
が
出
会
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
場
面
は
、
童
子
に
勧
め
ら
れ
て
大
師
が
流
水
に
詩
を
書
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

水
の
上
に
点
々
を
書

い
て
文
字
を
表
し
て
い
る
。
第
三
場
面
は
、
童
子
が
流
水
に

「
龍
」
の
字
を
書
く
が
、
右
の
小
点
を
落

と
し
て
お
り
、
大
師
に
言
わ
れ

て
そ
の

点
を
打

つ
と
、
文
字
は
た
ち
ま
ち

「真
龍
」
と
な

っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
場
面
で

あ
る
。
大
師
は
右
手
を
差
し
だ
し
、
ち
ょ
う
ど
点
が
な
い
の
を
指
摘
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
格
好

で
あ
る
。
童
子
は
、
そ
の
大
師
を
振
り
仰
い
で
い
る
。
し
か
し
、

水
に
浮
か
ぶ

「
龍
」
の
字
に
は
既
に
点
が
打
た
れ
て
お
り
、

そ
の
左
上
方

に
は

「真
龍
」
と
な

っ
て
昇
天
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
第

四
場
面
は
、

童
子
が
文
殊
菩
薩
の
姿
を
顕
わ
し
、
飛
び
去
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

安
楽
寿
院
本
も
同
じ
四
場
面
を
描
く
が
、
表
現
に
は
異
同
が
多
い
。
安
楽
寿
院

本
は
画
面
全
体
に
山
や
岩
や
樹
木
を
描
く

が
、
総
持
寺
本
の
背
景
は
余
白
が
多
く
、

話

の
舞
台
と
な
る
流
水
と
最
後
に
山
景
を
描
く
程
度
で
あ
る
。
ま
た
安
楽
寿
院
本

で
は
、
第
四
場
面
を
除
き
、
大
師
と
童
子

は
流
水
を
挟
ん
で
向
き
合
う
が
、
総
持

寺
本

で
は
流
水
の
向
こ
う
岸
に
並
ん
で
描

か
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
相
違
は
あ
る
が
、

各
場
面
が
表
す
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
両
本
に
は
や
は
り
密
接
な
関
係
が
窺
わ
れ

る
。さ

て
、
残
念
な
が
ら

『不
空
庵
常
住
古
鋤
旧
粟
録
』
に
は

「四
巻
」
と
あ
る
だ

け
で
、
他
に
ど
の
よ
う
な
事
蹟
が
所
収
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
状

は
未
確
認
で
あ
り
、
こ
の
四
巻
の
中
に
、
現
在
の
総
持
寺
本
や
藤
野
氏
所
蔵
の
断

簡
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
で
あ
る
に
せ

よ
、
少
な
く
と
も
昭
和
十
八
年

(
一
九
四
三
)
に
四
巻
が
伝
存
し
て
い
た
と
す
れ

が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
十
九
段
の
ほ
か
に
、
か
な
り
の
数
の
段
が
残

っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

結
語

本
稿
で
は
、
総
持
寺
所
蔵
の

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
、

詞
書
、
図
様
、
奥
書
を
検
討
し
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第

一
に
、
本
絵
巻
は
二
巻
十
六
段
の
み
の
端
本
で
あ
り
、
現
状
の
順
序
に
は
明

ら
か
な
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
料
紙
の
紙
継
状
況
は
、
本
絵
巻
が

制
作
当
初
か
ら
現
状
の
順
序
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

敢
え
て
憶
測
を
巡
ら
す
な
ら
ば
、

こ
の
錯
誤
は
本
絵
巻
の
誤
写
と
言
う
よ
り
も
、

恐
ら
く
は
本
絵
巻
が
依
拠
し
た
先
行
作
品
に
お
い
て
、
既
に
生
じ
て
い
た
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
上
巻
第
五
段

「我
拝
師
山
」
は
、
安
楽
寿
院
本
を
は
じ
め
と
す
る
他

の

「秘
密
縁
起
」
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
事
蹟
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
系
統
の
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挿図2松 田福一郎氏所蔵 「弘法大師絵伝」(「長安入京」)
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挿図3松 田福一郎氏所蔵 「弘法大師絵伝」(「流水点字」)

51



大
師
伝
絵
巻
に
は
収
録
さ
れ
て
お
り
、
詞
書
は
版
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
と

完
全
に

一
致
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
段
に
つ
い
て
は
、
詞
書
は
安
楽
寿
院
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
異
同
の
あ
る
部
分
を
細
か
く
検
討
す
る
と
、
内
容
的
に
見
て
総
持

寺
本
の
方
が
正
し
く
、
安
楽
寿
院
本
の
方
が
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い

く

つ
か
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
異
同
を
版
本
と
も
見
比

べ
る
と
、
「
我
拝
師

山
」
の
存
在
自
体
も
含
め
て
、
版
本
は
安
楽
寿
院
本
よ
り
も
総
持
寺
本
に

一
致
す

る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
版
本
が
依
拠
し
た

「秘
密
縁
起
」
は
、
総
持
寺
本
と
の
共
通
性
を
有
す
る
、

そ
の
点

で
安
楽
寿
院
本

と
は
異
な
る
要
素
を
持

つ

「
も
う

一
つ
の
秘
密
縁
起
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
に
、
新
出
の
断
簡

一
図
も
含
め
、

図
様
を
安
楽
寿
院
本
と
比
較
し
た
結
果
、

全
く
異
な
る
図
様
を
描
く
の
は
二
段

の
み

で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
段
は
、
程
度
の

差
は
あ
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
共
通
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特

に

「秘
密
縁
起
」
に
の
み
見
ら
れ
る
描
写

-
有
髪
の
ま
ま
僧
衣
を
着

る
大
師
、

「久
米
東
塔
」

の
大
師
の
編
笠
、
「大
師
論

号
」

の
稚
児
1
は
、
両
者
が
共
通
の
母

胎
か
ら
出
た
こ
と
を
示
唆
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
本
を
見

比
べ
る
と
、
総
じ
て
安
楽
寿
院
本
の
方
が
写
し
崩
れ
が
大
き
く
、
総
持
寺
本
の
ほ

う
が
整
然
と
し
た
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
楽
寿
院
本
の
方
が
約
半
世
紀
先
行

す
る
作
品
で
は
あ
る
が
、
総
持
寺
本
が
こ
れ
を
直
接
転
写
し
た
可
能
性
は
な
い
と

判
断
し
た
。

最
後
に
奥
書
か
ら
は
、
本
絵
巻
が
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
当
時
、
河
内
国

交
野
郡
小
松
寺
の
什
宝
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
じ
奥
書

を
持

つ
作
品
に

『
不
空
庵
常
住
古
砂
旧
粟
録
』
所
載
の

「弘
法
大
師
絵
伝
」
四
巻

が
あ
り
、
同
書
掲
載
の
図
版
に
よ
っ
て
、
本
来
は
本
絵
巻
と

一
具
の
も
の
で
あ

っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
状
は
未
確
認
で
あ
り
、
総
持
寺
本
が
こ
の
四
巻
の

一
部

に
当
た
る
も
の
な
の
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
未
紹
介
の
部

分
が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
て
、
本
絵
巻
は
わ
ず
か
二
巻
十
六
段
の
端
本

で
あ
る
が
、

「秘
密
縁
起
」
系

統

の
数
少
な
い
遺
品
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
特

に
安
楽
寿
院
本
と
は
異
な
る
要
素

を
も

つ

「秘
密
縁
起
」

の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

絵
画
様
式
に
言
及
す
る
余
裕
は
な
か

っ
た
が
、
構
成
は
整
然
と
し
て
破
綻
が
な
く
、

人
物
や
風
景
も
穏
や
か
な
筆
致
で
的
確
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
永
正
十
六
年

(
一

五

一
九
)

の
年
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
初
頭
の
大
和
絵
の
基
準
作
品
と

し
て
も
重
要
な
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

(注
)

(
1
)
梅
津
次
郎

1

「池

田
家

蔵
弘
法
大
師
伝
絵

と
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
『
美
術
研
究
」

七
八
号
、
昭
和
十

三
年
。

同
2

「
地
蔵
院
本
高

野
大

師
行

状
図

画

-
六
巻
本

と

元
応

本
と

の
関
係

1
」
同

八
三
号

、
同
年
。

同
3

「東
寺
本
弘
法
大
師
伝
絵

の
成

立
」

『
美

術
研
究
」
八

四
号
、
昭
和
十

三
年
。

同
4

「弘

法
大

師
行

状
絵

巻
諸
本

と
白

鶴
美

術

館
本

に

つ
い
て
」
『
弘
法
大
師
伝

絵
巻
」
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
。
な
お
ー

・
2

・

3
は

『
絵
巻
物
叢
考
」

(中
央

公
論
美
術
出
版
、
昭
和

四
十
三
年
)
所
収
。
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(
2
)
注

1
梅
津
論
文

1
。

(
3
)
拙
稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
考

-
諸
本

の
分
類

と
概
要

1
」

(
『
文

化
財

学

報
」

十

五

号
、
平
成
九
年
)
参
照
。

(
4
)
安
楽
寿
院
本

に

つ
い
て
の
主
要
参
考
文
献

は
次

の
通

り
。

梅
津

次
郎

「
弘

法
大

師

絵
巻

の
諸
本

に

つ
い
て
」
『
弘
法
大
師
行
状
絵
巻
」
東
京
美
術
、

昭
和

五
十

六
年

(
全

巻
白
黒
写
真
掲
載
)
。
拙
稿

「
『
高
祖
大
師
秘
密
縁

起
」

考

ー
安

楽
寿

院
本

の
構
成

と

内
容

1
」
『
奈
良
大
学
紀
要
」

二
十
五
号
、
平
成
九
年
。

(
5
)

こ
れ
ま

で
に
総
持
寺
本

に
言
及

し
た
も

の
は
次

の
通
り

で
あ

る
。

佐
藤

千

尋

・
金

子
良
運
監
修

『
西
新
井
大
師
総
持
寺
』
西
新
井
大

師
総

持
寺

発
行

、

昭

和
五

十
九

年

(
解
説

は
真
保
享
氏
)
。
梅
津
次
郎
監
修

『角
川
絵
巻

物
総

覧
』

角

川
書

店

、

平
成

七

年

(
解
説

は
鹿
島
繭
氏
)
。
注

3
拙
稿
。

(
6
)
各
段

の
事
蹟
名
称

は
、
長
谷
宝
秀
氏

が
安
楽

寿
院

本

に

つ
い

て
付

し

た
も

の
を

使

用
す
る
。
長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
行
状
絵

詞
伝

」

弘
法

大
師

一
千

百

年
御

忌
事

務

局
発
行
、
昭
和
九
年
。

(
7
)
下
巻
冒
頭

の
内
題

は
前
後

の
余
白

が
少

な
く
、

一
見

後
か

ら
書

き
入

れ

た
も

の

の

よ
う

に
も
見

え
る
が
、
筆
跡

は
詞
書

と
同
筆

で
あ
り
、
制

作
当
初

の
も

の
で
あ
る
。

(
8
)
そ

の
ほ
か

の
段

で
は

「絵

の
巻
」

が
段
毎

に
切

り
離

さ
れ

た
際

に
絵

の
右

端

の
方

に
残
り
、
詞
料
紙

の
下

に
隠

さ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

(
9
)
下
巻

の
絵
料
紙

の
標
準
寸
法

は
五
十

セ

ン
チ
強

で
あ
る

の
に
対

し
、
⑦

は
四
十
九

・

八

セ

ン
チ
と
少
し
短
あ

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ
れ

は
糊

代
が

一
ヵ
所
多

く
な

っ
た
た

め
と
考
え
れ
ば
、
ち

ょ
う
ど

よ
い
長

さ
で
あ
ろ
う
。

(
10
)
注
3
拙
稿
、
三
十

四
頁
。

(
11
)
地
蔵
院
本

に

つ
い
て
の
主
要
参
考
文
献

は
次

の
通

り
。

注

1
梅
津

論
文

2
。

拙

稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻

の
諸
問
題
」
『
説
話
美
術
」
国

際
交

流
美

術
史
研

究
会

、

平
成

二

年
。
山
本
智
教

・
真
鍋
俊
照

『
高
野
大
師
行
状
図
画

」

大
法

輪
閣
、

平

成

二
年
九

月

(
全
巻
カ

ラ
ー
写
真
掲
載
)
。

(
12
)
白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
の
主
要
参
考
文
献

は
次

の
通

り
。

梅
津

次
郎

編

『
弘
法

大
師
伝
絵
巻
」
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
年

(全
巻

カ
ラ
ー
写
真
掲
載
)
。

宮

島
新

一

「
巨
勢
派
論

(下
)

ー
平
安
時
代

の
宮
廷
絵
師

1
」
『
仏
教

芸
術
」

第

一
六

九
号

、

昭

和
六
十

一
年
)
。
注

11
拙
稿
。

(
13
)
版
本

に

つ
い
て
の
主
要
参
考
文
献

は
次

の
通

り
。

長

谷
宝

秀
編

『
弘

法
大

師
伝

全

集
」
第
八
巻

六
大
新
報
社
、
昭
和
十
年

(詞
書
を
除
く
全
図
掲
載
)
。

注

1
梅
津

論

文
1
。
川
瀬

一
馬

「
文
禄
五
年
版
高
野
大
師
行
状
図
画

に

つ
い
て
」
『
書
誌

学
」

復

刊

新
第
五
号
、
昭
和

四
十

一
年
。

(
14
)
注
1
梅
津
論
文

1
2
3
、
注

3
拙
稿
参
照
。

(
15
)
梅
津
次
郎
監
修

『
角
川
絵
巻
物
総
覧
」
角
川
書
店
、
平
成
七
年

(解
説
は
塩
出
)
。

(
16
)
詞
書
が
版
本
と

一
致
す

る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、

版
本

の

「
釈

尊
出

現
」

で
も

よ

い
わ
け

で
あ

る
が
、
版
本

の
名
称

は
十
巻
本

に
依

拠
し

た
も

の
で
あ

る
か
ら
、

そ
れ

よ
り

は
地
蔵
院
本
を

と
る
べ
き
で
あ

る
と
考

え
る
。

(
17
)
長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
伝
全
集
」
第

一
巻

(六
大
新
報
社
、
昭
和
十
年

)

所
載

。

(
18
)
例
え
ば
、
「
室
戸
修
行
」

で
は
版
本

は

「
秘

密
縁

起
」

の
末
尾

三
文

を
省
略

し
、

「
老
娼
授
鉢
」
お

よ
び

「入
定
留
身
」

で
は
十
巻
本

の
詞
書
を
部
分
的

に
挿
入

す

る
。
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ま
た

【
剃
髪
出
家
」
と

引
登
壇
受
戒
」

は

一
段

に
ま
と
め
、
「
門
徒
雅
訓
」

で
は

一
部

を
独
自

の
文
章

に
書
き
改
あ

て
い
る
。

(
19
)
長
谷
宝
秀
氏

は

「
た
ち
給

へ
る
」

の
後

に
脱
文

が
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し

て

い
る
。

長
谷
宝
秀
編

『
弘
法
大
師
伝
全
集
」
第
九
巻
、
六
大

新
報

社

、

昭
和

十
年

、

二
六

九

頁
。

(20
)

『
弘
法
大
師
行
状
集
記
』

は
長

谷
宝
秀
編

『
弘
法

大
師
伝
全
集
』
第

一
巻

、

『
弘

法

大
師
行
化
記
』

は
同
第

二
巻
所
載
。

(
21
)

こ
れ
と
類
似
し

た
内
容

は
、

「高

野
大
師
行

状
図
画
」
六
巻
本
第
二
巻
第

一
段

「
天

狗
降
伏
」
、
同
十
巻
本
第

二
巻

第

一
段

「
天
狗
問
答
」
、
[
弘
法
大
師
行
状
絵

巻
」

第

二

巻
第

四
段

「金
剛
定
額
」

に
見
ら
れ
る
。

(
22
)
注

4
拙
稿
。

(
23
)
注

4
拙
稿
、

五
十

五
頁
参
照
。

(
24
)
十
巻
本

の
第

二
巻

第
二
段

[
久
米
東
塔
」

の
第

一
場
面

は
、

六
巻
本

第

二
巻
第

一

段

「我
拝
師
山
」

の
第

一
場
面
と
極
め

て
よ
く
似

た
図
様

で
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
、
十
巻
本

の
成
立

に
関
わ
る
重
要
な
問
題
が
潜

ん

で

い
る
と
考

え
ら
れ

る
が

、

こ
れ
に

つ
い

て
は
注
11
拙
稿
参
照
。

(
25
)

『続

群
書
類

従
」

巻
第
八
百

一
所
収
。

(
26
)
片

山
長
三
編

『
交
野
町
史
』
、
昭
和
三
十
八
年
、

一
一
八
六
頁
。

(
27
)
松
田
福

一
郎
編

『
不
空
庵
常
住
古
砂
旧
粟
録
」
大

塚
巧

芸
社

、

昭
和

十
八

年
。

挿

図
2

・
3
は
同
書
よ
り
複
写
し
た
。

(
28
)
注
4
梅
津
論
文
。

[付
記
]

総
持
寺
本

の
調
査

に
あ

た

っ
て
は
、
総
持
寺
貫
首

の
濱

野

堅
照
氏

、

平
山

堂

の
山
本
泰

平
氏

の
お
世
話

に
な

り
ま
し

た
。

ま
た
、
新
出

の
断
簡

に

つ
い

て
は
、

藤
野

滋
氏

の
御
高

配

に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。
記
し

て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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総
持
寺
蔵

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
詞
書
翻
刻

【凡
例
】

・
改
行
は
原
文
通
り
と
し
、
漢
字
は
現
行

の
新
字
体

に
改
あ
た
。

・
句
読
点
、
鍵
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
。

・
安
楽
寿
院
本
と
異
な
る
箇
所
に
は
傍
線

を
引
き
、

各
段
の
末
尾

に
異
同
を
示
し
た
。
「
ナ

シ
」

は
傍

線
部
の
字
句
が
安
楽
寿
院
本
に
な
い
こ
と
を
示
す
。

総
持
寺
本
側

の
欠
字
は
☆
印

で
示
し
た
。
た
だ
し

漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
異
同
、
送
り
仮
名
の
過

不
足
に

つ
い
て
は
省
略
し
た
。

【上
巻
第

一
段

室
戸
修
行
】

し
給
ふ
に
、
夜
な
く

海
中
よ
り
毒
龍ア

か
た
ち
を
現
じ
、
さ
ま
く

の
異
形
の
物
共

あ

つ
ま
り
て
行
法
を
さ
ま
た
げ
む
と
す
。

こ
＼
に
大
師
神
呪
を
請
し
給

へ
る

御

口
の
う
ち
よ
り
哺
唾
を
は
き
出
し

給
。
す
な
は
ち
、
な
ぎ
さ
の
石
に
つ
き
て
其

険

③

光
あ
ざ
や
か
☆
な
り
。
其
後
は
毒
龍
も
か
く
れ

て
又
も
み
え
ざ
り
け
り
。
か
く
修
行
し

給
ふ
程
に
、
明
星
飛
下
て
御
口
に
ぞ

ア

入
に
け
る
。
八
万
法
蔵
文
義
く
ら
か
ら
ず
。

ア

三
世
了
達
の
智
恵
も
こ
の
法
の
し
る
し

と
そ
。

①
ナ
シ

②
事

③
に

④
り

⑤
ナ
シ

【上
巻
第
二
段

天
狗
問
答
】

ず

此
室
生
戸
よ
り
三
十
里
ば
か
り
の
き
て

お
な
じ
き
浜
に
勝
地
あ
り
。
此
所
に
伽

ア

藍
を
た

つ
べ
き
よ
し
思
食

つ
＼
見
あ

ぐ
り
給
に
、
そ
こ
に
大
な
る
楠
木
あ
り
。

こ
の
木

の
う

つ
ろ
の
中
に
天
狗
共
お
ほ

く
あ

つ
ま
れ
り
。
大
師
こ
の
う

つ
ろ
に
た
ち

よ
り
て
、
心
見
に
や
と
を
か
り
た
ま
ふ
に

天
狗
こ
た

へ
て
い
は
く

「我
む
か
し
よ
り
こ
の
所

に
す
み
き
た
れ
る
事
ひ
さ
し
。
我

ア

党

に
あ

ら

ざ

ら

む

も

の
、

い

つ
の
ま

じ

ら

ひ

に
か

、

や

ど

を

か

し

申

べ
き

や
」

と

。

「
希

有

の
事

の
給

ふ

君

か

な

」

と

各

は

ね
を

た

＼
き

、

は
し

を

な

ら

し

て
と

が

め

の

＼
し

る

に
、
大
師
し
ば
ら
く
こ
ま
ぬ
き
て
た
ち

給

へ
る
。
火
界
呪
な
り
け
れ
ば
、
火
焔
た
ち

ま
ち
に
現
ず
る
時
、
天
狗
共
無
益
な
り

と
て
み
な
退
散
し
ぬ
。
さ
て
、
大
師

こ
＼
に
し
て
お
ぼ
し
め
す
ご
と
く
修
行

し
た
ま
ふ
に
、
末
代
の
た
め
と
て
我
ゆ
く

す
ゑ
の
御
か
た
ち
を
つ
く
り
つ
＼
、
こ
の
木

の
ほ
ら
に
す
ゑ
給

て
け
り
。
其
後
、
か
た
く

結
界
し
て
伽
藍
を
た
つ
。
こ
れ
を

金
剛
頂
寺
と
名
つ
く
。

こ
れ
よ
り
し
て

魔
界
あ
と
を
け
づ
り
、
善
神
擁
護
し

給
ふ
と
こ
ろ
な
り
。

①

ナ
シ

②
見
給
け
り

③
何

【
上
巻
第
三
段

大
滝
飛
剣
】

ア

阿
波
国
大
滝
寺
と
云
所
に
の
ぼ
り

つ
＼

同
き
法
を
修
し
給
け
る
に
、
悉
地

の
相

あ
ら
は
れ
て
天
よ
り
大
な
る
銀
飛
来

ア

て
喩
伽
の
壇
上
に
お
ち
に
け
り
。
か
の

釧
は
今
に
あ
り
と
そ
申
伝
た
る
。
す
べ
て

此
法
の
霊
験
を
得
給

へ
る
事
か
く
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の
ご
と
し
。
今
も
こ
れ
を
修
す
る
人

ア

か
な
ら
ず
そ
の
し
る
し
あ
り
。
ひ
と

へ
え

に
大

師
の
か
持
力
な
り
。

①
て

②
て

③
夢

④
ナ
シ

【上
巻
第
四
段

椀
市
讃
仰
】

さ
て
も
日
来
の
本
意
た
る
故
に
、
生
年

十
八
歳
と
申
け
る
時
、
大
学
寮
に
ぞ

出
給
け
る
。
毛
詩
左
伝
尚
書
な
ど
云
文

を
ば
直
講
味
酒
の
浄
成
と
云
人
に
学
、

左
氏
春
秋
を
ば
岡
田
の
博
士
に
ぞ

問
給
け
る
。
五
経
三
史
ひ
ろ
く
学
し
て

の
こ
る
所
な
し
。
昼
夜
に
書
を
よ
み
、
農

ヂ

昏
に
文
を
ま
な
ぶ
。
雪
を

つ
み
蛍
を

あ

つ
め
け
む
人
も
こ
れ
に
な
ら
ぶ
れ
ば

な
を
お
ろ
か
な
り
。
ま
こ
と
に
生
智
の
な
す

と
こ
ろ
な
れ
ば
、
い
は
む
も
お
ろ
か
な
り
。

①
色

【上
巻
第
五
段

我
拝
師
山
】

讃
岐
国
屏
風
の
浦
は
大
師
の
御
生
処

な
り
。
か
の
所
の
山
の
か
た
ち
屏
風
を
た
て

た
る
が
ご
と
し
。
こ
の
ゆ
へ
に
屏
風
の
う
ら

と
な
つ
く
。
大
師
こ
＼
に
し
て
お
こ
な
は
せ

し
に
、
孤
峯
の
う
ゑ
片
雲
の
中
に

釈
迦
如
来
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
影
向

し
給
ひ
き
。
大
師
歓
喜
の
あ
ま
り
に
み

つ
か
ら
其
御
あ
り
さ
ま
を
か
き
と

＼
め
て

今
に
彼
所
に
お
か
せ
給

へ
り
。
此
山
を
そ
の

後
、
我
拝
師
山
と
も
な
づ
け
、
又
は
湧
出

の
た
け
と
も
名
付
と
い
へ
り
。

(
こ
の
段
、
安
楽
寿
院
本
に
は
な
し
)

【
上
巻
第
六
段

諸
処
練
行
】

か
様
に
ひ
ろ
く
俗
典
を
習
給
け
る
が
、
み
つ

　

か
ら
お
ぼ
し
め
し
立
給
け
る
☆
は
、

つ
ら
く

事
の
こ
＼
ろ
を
案
ず
る
に
、
我
習
所

の
俗
教
は
眼
前
に
そ
の
利
な
し
。
何
況

　

一
期
の
後
☆
、
こ
の
風
や
み
な
む
。
真
の
福

田
に
帰
せ
む
に
は
し
か
じ
と
て
、
近
士
と

ア

な
り
て
御
名
を
無
空
と
そ
つ
け
給
け
る
。

ギ

山
々
寺
々
を
を
こ
な
ひ
つ
＼
俄
悔
の
法

を
修
し
給
け
り
。
霜
を
は
ら
ひ
氷
を
た
＼

ひ
て
、
は
る
か
に
仏
陀
の
道
を
し
の
び
、

苔
を
む
し
ろ
と
し
雪
を
し
と
ね
と
し
て
、

ひ
さ
し
く
暮
山
の
雲
に
ふ
せ
り
。
さ
れ
ば
、

み
ず
か
ら
か
き
給

へ
る
筆
に
も

「
厳
冬
の

深
雪
に
は
藤
の
衣
を
き
て
精
進
の

道
を
あ
ら
は
し
、
炎
夏
の
極
熱
に
は

穀
漿
を
断
て
朝
暮
に
俄
悔
を
お
こ
た
ら

ず
」
と
も
侍
り
。
又

「
あ
る
時
は
金
巖
に
の
ぼ

り
、
あ
る
時
は
石
峯
に
ま
た
が
る
」
と
も
侍
れ

ア

ば
、

つ
ゐ
に
は
お
ほ
み
ね
か

つ
ら
ぎ
を
も
と
ほ

り
給
ひ
け
る
に
や
。
さ
れ
ば
、
熊
野
権
現
も

大
師
御
参
詣
の
時
、
は
じ
め
て
法
体
を

あ
ら
は
し
給

へ
り
と
そ
申

つ
た

へ
け
る
。

①
様

②
は

③
り

④

ナ
シ

⑤
ナ
シ

【上
巻
第
七
段

老
嫡
授
鉢
】

大
師
播
磨
国
を
と
ほ
り
給
に
、

一
夜
の

と
ま
り
を
た
つ
ね
給
て
、
あ
や
し
の
家
に
立

入
給
ひ
け
る
程
に
、

い
と
年
た
け
て
み
つ

　
　
　

　

わ
ざ
す
ば
か
り
な
る
老
女
の
あ
り
け
る
☆
。
鉄
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鉢
に
飯
を
も
り
て
大
師
を
供
養
し

ア

た
て
ま

つ
り
け
り
。
さ
て
、
こ
の
女
の
申

け
る
は

「
我
は
こ
れ
行
基
菩
薩
の
御
弟
子

に
て
あ
り
し
僧
の
い
ま
だ
出
家
せ
ざ
り

ア

し
時
の
妻
な
り
。
彼
僧
云
お
き
た
る
事

あ
り
。
『其
年
の
そ
の
日
菩
薩
来
て
汝
が

家
に
や
ど
る
べ
し
』
と
遺
言
し
侍
し
な
り
。

指
を
お
り
て
日
を
か
ぞ
ふ
る
に
す
で
に
今

日

に
あ
た
れ
り
。
身
は
い
や
し
と
い
へ
ど
も
、
た
ち

ま
ち
に
菩
薩
に
あ
ひ
た
て
ま
る
つ
事

こ
れ
幸
の
甚
し
き
な
り
。
随
喜
の
心

を
表
し
て
此
鉢
を
た
て
ま
つ
る
」
と
そ

申
け
る
。
大
師
こ
れ
を
伝
給
て
高
野

ア

山
に
ぞ
お
さ
め
給

へ
る
。
今
の
御
影
堂
に

あ
り
。
此
鉢
は
釈
尊
最
後
の
供
養
に

純
陀
が
さ
＼
げ

＼
る
鉢
な
り
と
そ
申
伝
け
る
。

①
ら
ん

②
が

③
る

④
申

⑤
り

【
上
巻
第
八
段

桂
谷
降
魔
】

伊
豆
国
桂
谷
と
云
山
寺
に
下
て
仏
法

修
行
し
給
ひ
け
る
に
、
此
所
も
と
よ
り
魔

縁
お
ほ
き
所
に
て
、

い
か
に
も
障
難
あ
り

け
れ
ば
、
大
師
虚
空

に
向

て
大
般
若
の

魔
事
品
を
か
＼
せ
給
ひ
け
る
に
、
虚
空

の
中
に
文
字
あ
ら
は
れ
て
六
書
八
体
点

画
み
だ
る
＼
こ
と
な
し
。
其
後
天
魔
も

さ
か
ひ
を
さ
り
、
仏
法
ひ
ろ
ま
り
に
け
り
。

大
師
み
つ
か
ら
大
日
の
像
を

つ
く
り
て
安

ア

置
し
給

へ
り
。
今

の
修
禅
寺
と
申
是
な
り
。

国
お
さ
ま
り
民
ゆ
た
か
な
る
こ
と
、
ひ
と

へ
に
大

師
の
御
恩
徳
な
り
。

①
ナ
シ

【上
巻
第
九
段

剃
髪
出
家
】

延
暦
十
二
年
、
御
と
し
二
十
と
申
し
時
、
贈

大
僧
正
勤
操

に
し
た
が
ひ
て
、
和
泉
国
ま
き

の
尾
と
云
山
寺

に
下
向
し
て
御
ぐ
し

お
ろ
し
給
け
り
。
沙
弥

の
十
戒
七
十
二
の

　
　
　

　
　
　

威
儀
等
を
う
け
さ
せ
給

ひ
、
御
名
を
如
空

と
そ
申
け
る
。
後

に
あ
ら
た
め
て
教
海

ア

と

つ
か
せ
給
け
り
。

①
ナ
シ

②
ナ
シ

③

へ

【上
巻
第
十
段

登
壇
受
戒
】

御
年
二
十
二
と
申
し
時
、
東
大
寺
戒
壇
院

に
し
て
具
足
戒
を
う
け
さ
せ
給
。
御
名

を
空
海
と
そ
申
け
る
。

【上
巻
第
十

一
段

久
米
東
塔
】

大
師
清
浄
の
懇
誠
を
こ
ら
し

つ
＼
、
仏
前

に
し
て
誓
願
し
て
い
は
く

「我
仏
法
に

し
た
が
ひ
て
つ
ね
に
要
法
を
も
と
む
。
三

乗
五
葉
十
に
部
経
、
心
神
に
疑
あ
り
、

決
定
す
る
事
あ
た
わ
ず
。
但
し
願
は

十
方
三
世
の
諸
仏
、
我
に
不
二
を
し
め
し

給

へ
」
と
。
心
中
に
祈
請
し
給
ふ
に
夢

の

中

に
人
あ
り
て
告
て
い
は
く

「
経
い
ま
す
。

大
毘
盧
遮
那
経
と
な
つ
く
。
汝
が
も
と
む
る
所

な
り
。
大
和
国
高
市
の
郡
久
米
の
道
場

の
東
塔
の
も
と
に
あ
り
」
と
い
へ
り
。
夢
さ
め

て
随
喜
の
心
を
な
し

つ
＼
、
か
の
道
場
に

た
つ
ね
ゆ
き
て
見
給
ふ
に
、
東
塔
の

　
　
　

　
　
　
　
　

心
桂
に
ゑ
り
こ
め
て
あ
り
。
取
出
し
て

み
れ
ば
大
日
経

一
部
七
巻
あ
り
。
ひ
も
を
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開
て
見
給

に
、
猶
と
＼
こ
ほ
り
お
ほ
し

と
て
、
入
唐
求
法

の
願
を
ぞ
お
こ
し

ア

給
け
る
。
此
寺

の
縁
起
を
尋
る
に
、
此

　

経
は
☆
養
老
年
中
に
善
無
畏
三
蔵
我

ア

朝
に
来

て
密
教
を
ひ
ろ
め
給
は
ん
と

　

せ
し
に
機
縁

い
ま
だ
い
た
ら
ざ
り
け
れ

ば
、
空
く
帰
給
け
る
が
、
此
経
を
は
し
ら

に

ヤ

ゑ
り
入

て
、
未
来
に
三
地
の
菩
薩
来

て
こ
れ
を
ひ
ら
く
べ
し
と
て
、
さ
り
給
に

　

　
　
　

け
る
と
そ
彼
寺
の
縁
起
に
☆
侍
る
。

①
柱

②
ナ
シ

③
疑
滞
す
る
事
有
。
然
ど
も
問

す
べ
き
人
な
か
り
き
。
依
之
始
て

④

り

⑤
昔

⑥
真
言

⑦
来

⑧
有

⑨
は

⑩
れ

【上
巻

奥
書
】

マ
マ

河
州
交
野
群
小
松
寺
常
住
也

永
正
拾
六
年
旧
七
月
上
旬

9

【
下
巻
第

一
段

門
徒
雅
訓
】

夫
天
長
九
年
よ
り
、
高
雄
を
は
な
れ

て
高
野
に
う

つ
り
給
し
か
ば
、
淳
和

の
御
門
、
弘
福
寺
を
も
て
大
師
に

奉
り
給

へ
り
。
是
高
野
よ
り
王
城

ア

に
か
よ
ひ
た
ま
は
む
中
途
旅
宿
の

ドの
為
な
り
。
此
寺
は
天
武
天
皇

の
御
願
と
か
や
。
さ
て
こ
の
山
に
住
し

て
、
十
六
丈
の
宝
塔
を
建
立
し

給

へ
り
。
其
外
堂
舎
い
ら
か
を
な
ら
ぶ

と
い
へ
ど
も
造
功
い
ま
だ
お
は
ら

ざ
る
に
化
縁
此
土
に
つ
き

て
、
漸
く

ア

入

定

す

べ
き

よ
し

を

ぞ
、

思

給

け

る
。

ア

実
恵
を
は
じ
め
と
し
て
諸
の
御

弟
子
等
御
前
に
集
会
せ
り
。
大
師

ア

命
じ
て
の
た
ま
は
く

「
こ
の
高
野
山

金
剛
峯
寺
は
建
立
の
心
さ
し
あ
れ

ア

ど
も
、
い
ま
だ
造
功
お
は
ら
ず
。
我
今

入
定
せ
む
こ
と
を
思

へ
り
。
実
恵
禅

師
功
を
終
な
む
や
」
答
云

「力

に
随

て

こ
れ
を

つ
と
め
む
」
大
師
日

「禅
師
は

国
王
の
師
と
し
て
、
私

に
い
と
ま
あ
ら
じ
。

ア

真
如
禅
師
如
何
」
答
口

「唯
命
に
随
て
」

大
師
日

「禅
師
は
他
郷

の
御
心
あ
り
。
専

一
住
な
か
る
べ
し
。
真
雅
禅
師
如
何
」

答
云

「唯
命
に
随
侍
ら
む
」
大
師
日

「な
お
別
心
あ
り
。
真
済
禅
師
如
何
」
答

云

「檀
越
の
約
を
う
く
る
事
あ
り
。

然
ど
も
い
か
で
奉
仕
せ
ざ
ら
む
」
大

ア

師
日
人
の
契
を
う
け
て
変
ず
べ

か
ら
ず
。
真
紹
禅
師
如
何
」
答
云

「洛
東

に
小
堂
を
建
と
お
も
ふ
。
但
命
に

随
侍
ら
む
」
大
師
日

「此
又
道
理
な
り
。

我
山
に
来
べ
き
に
あ
ら
ず
」
大
師

日

「真
然
禅
師
独
師
跡
を
守
思

あ
り
。
此
故
に
こ
の
山
を
禅
師
に

付
属
す
。
但
自
力
い
ま
だ
あ

つ
か
ら

ざ
れ
ば
、
実
恵
大
徳
助
成
し
て
功

　

を
加

べ
し
」
と
の
た
ま

へ
り
。
又
承
和

二
年
三
月
十
五
日
、
重
て
し
あ
し

給
け
る
は

「吾
入
定
せ
む
事
は
今

年
三
月
廿

一
日
寅
刻
な
り
。
諸
弟
子

等
悲
泣
す
る
事
な
か
れ
。
我
即

滅
し
な
ば
、
両
部
三
宝
に
帰
信
し

た
て
ま

つ
れ
。
自
然
に
我
に
代
て
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や

春
顧
を
被
し
め
む
。
吾
生
年

六
十
二
繭
四
十

一
な
り
。
我
初
は
思
き

一
百
歳
に
及
て
世
に
住
て
教

法
を
護
た
て
ま

つ
ら
む
と
。
然
而

諸
弟
子
等
を
た
の
む
で
永
即

世
し
な
む
と
擬
す
。
我
閑
眼
の

後
、
必
ま
さ
に
兜
率
他
天
に
往

生
し
て
弥
勒
慈
尊
の
御
も
と
に

下
生
し
砥
候
し
て
我
先
跡
を

問
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
亦
且
い
ま
だ

く
だ
ら
ざ
ら
む
問
、
微
雲
管
よ
り

見
て
信
否
と
察
す
べ
し
。
是

時
勤
あ
ら
む
も
の
は
祐
を
得
、
不
信

な
ら
ん
も
の
は
不
幸
な
ら
む
。
ゆ
め
ー

後
に
疎

に
す
る
事
な
か
れ
」
と
の
た
ま

へ
り
。
愛

に
諸
の
御
弟
子
等
最
後

遺
告
の
御
詞
を
き
く
に
、
か
な
し
み

肝
に
銘
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

①
わ

②
ナ
シ

③
ナ
シ

④
ナ
シ

⑤
わ

⑥

を

⑦
侍
ら
ん

⑧
そ
む

⑨
云

⑩

い
た
さ

【下
巻
第
二
段

入
定
留
身
】

か
様
に
遺
告
し
給

つ
つ
、
入
定

の
期

既
に
ち
か
づ
き
し
か
ば
、
御
弟
子
等
弥
勒

の
宝
号
を
と
な
へ
け
り
。

つ
ゐ
に

承
和
二
年
三
月
廿

一
日
寅
刻

に

結
蹴
跣
坐
し
て
奄
然
と
し
て

入
定
し
給

へ
り
蜘
辮
蹴
廿
一一。
顔
色
お

と
ろ
え
ず
。
髪
髪
更
に
生
じ
て
た
＼ヂ

生
身

の
ご
と
く
な
り
し
か
共
、
言
語
を

や
め
え
む
事
な
か
り
し
か
ば
諸
大
徳

み
な
別
の
涙
に
そ
む
せ
び
給
け
る
。

彼
娑
羅
双
樹
の
ほ
と
り
釈
尊
浬
葉

の
春
の
天
に
は
漏
墨
の
羅
漢
猶

離
別
の
胸
を
こ
が
し
き
。
況
時

す
で
に
末
世
な
り
。
凡
夫
豊
こ
の

く
る
し
み
に
た
え
ん
や
。

一
乗
の
床

ゆは
つ
か
に
と

＼
ま
り
て
嵐
む
な
し
く

は
ら
ひ
、
一二
密
の
窓
な
が
く
閑

て

月
ひ
と
り
す
め
り
。
花
は
根
に
か

へ
り
、

ア

鳥
は
谷
に
入
ぬ
。
故
山
に
春
暮

て

禅
室
に
日
永
し
、
結
縁

の
あ
か
ざ
る

こ
と
を
思

へ
ば
六
十
余
回
の
夕
す
み
や

か
な
り
。
出
定

の
期
約
を
契
れ
ば
、

五
十
六
億

の
暁
は
る
か
な
り
。
各
た
＼

三
衣
の
た
も
と
を
し
ぼ
り
、

一
鉢
の

や

あ
ぢ
は
ひ
を
わ
す
れ
た
り
。
さ
て
も

　ア

　

奥
院
と
云
所

に
兼
て
よ
り
入
定
☆

ア
窟
を
さ
だ
め
給
ひ
し
か
ば
、
か
し
こ
に
送

　

奉
り
て
、
石
☆
を
た

＼
み
て
其
上

に

塔
婆
を
立
ら
れ
け
り
。
太
上
天
皇

も
と
も
に
御
な
げ
き
あ
り
し
か
ば
、

実
恵
等
の
御
弟
子
の
中

へ
勅
書

を
下
さ
れ
て
懇
に
と
ぶ
ら
は
し
め

　
　
　

　

ま

し

く

け

る
。

☆

か

た

じ

け

な

く

侍

し

事

な

り
。

さ

て
、

も

ろ

く

の
大

徳

、

或

は

公
家
の
護
持
を
致
し
、
或
は
別
所
の
居
住
を

心
ざ
し
て
み
な
雲
嶺
を
辞
し

た
ま
ひ
し
に
、
大
師

の
遺
命
に
随
て

真
然
僧
正
ひ
と
り
高
野
に
と
＼
ま
り

た
ま
ひ
き
。
抑
依
身
を
と
＼
あ
て

や

入
定
せ
む
事
、
跡
を
鶏
足
山

に
ア

き

く

と

い

へ
ど

も

、

辺
土

に

い
ま

だ
其
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例
な
し
。
大
宝
積
経
に
菩
薩
の

修
定
に
十
種
の
法
を
説
く
に
第
十

に
は
能
正
法
を
興
て
三
宝
ア

を
紹
隆
し
て
断
絶
せ
ざ
ら
む
と

い
へ
り
。
さ
れ
ば
高
野
の
樹
下
に

住
し
給
て
慈
尊
の
出
世
に
い
た
る

ア

ま
で
国
家
の
福
利
を
ま
し
、
　

仏
法
の
恵
命
を

つ
ぐ
は
か
り
☆
ご
と

い
つ
れ
の
祖
師
と
い
ふ
と
も
、
い
か
で
か

弘
法
大
師
に
及
た
ま
ふ
べ
き
。

①
お

②
わ

③
雲

④
わ

⑤
は

⑥
の

⑦

と

⑧
壇

⑨
り

⑩
い
と

⑪
る

⑫
は

⑬

ん

⑭
寿

⑮
の

【
下
巻
第
三
段

慈
覚
霊
夢
】

或
人
、
慈
覚
大
師
の
御
前
に
し
て

P

②

仏
法

の
事
な
☆
ど
談
じ
侍
け
る
次
に

「高
野
大
師
の
真
言
は
す
こ
し

　

荒
涼
な
る
べ
し
」
☆
と
申
た
り
け
る
に
、

其
夜
、
慈
覚
大
師
の
御
夢
に
見
給

け
る
は
、
大
師
の
御
弟
子
康
修
と
云

人
来
て
告
日

「和
尚

に
対
面
し
給

ゆは
ん
為
に
真
言
の
師

こ
＼
に
来
給

へ

り
」
と
い
ふ
に
、
慈
覚
い
そ
ぎ
出
給
に

庭
の
中
に

一
茎
の
蓮
花
あ
り
。

其
上
に
五
鈷
杵
あ
り
。
其
外
は
更

に

人
見
え
ず
。
慈
覚
あ
や
し
み
て

是
を
と
ふ
に
康
修
答
て
云

「此
金
剛
杵マ

即
是
大
師
な
り
」
と
い
へ
り
。
慈
覚
夢

さ
め
て
こ
の
事
を
貴
み
給
け
る
と
か
や
。

①
弘

②
ん

③
な
ん

④
わ

⑤
即

【下
巻
第
四
段

大
師
論
号
】

延
喜
の
御
門
の
御
時
、
檜
皮
色

の
御
装

束

一
襲
を
も
て
大
師
五
代
の
弟
子

観
賢
僧
正
と
云
人
を
し
て
高
野

の
御
廟
に
送
ら
れ
け
る
に
、
僧
正
是

を
持
参
し
て
奥
院
の
廟
窟

を
ひ
ら
き
拝
せ
ら
れ
け
る
に
、
霧

の

隔
た
る
が
如
し
て
真
容
を
見

　
奉
事
あ
た
は
ず
。
愛
僧
正
悲
涙

を
な
が
し
て
謝
日

「
わ
れ
生
を
五
慾

の
界

に
受
と
い
へ
ど
も
更
に
犯
過
な

し
。
争
御
体
を
見
奉
ざ
ら
む
」
と

懇
に
俄
悔
し
給
け
る
に
、
秋
の
月

の
霧
を
い
つ
る
が
ご
と
く
し
て
、
容
儀

綴
然
と
し
て
あ
ら
は
れ
給

へ
り
。
髪
髪

な
が
く
生
じ
て
、
御
衣
破
損
せ
り
。

希
有
の
思
を
な
し
て
泣
拝
せ
ら
れ

け
り
。
さ
て
、
御
ぐ
し
を
そ
り
奉
て

御
衣
を
い
か

＼
せ
む
と
お
も
は
れ
け
る
に

微
風
お
の
つ
か
ら
来
て
本
の
を
ば

吹
散
し
け
れ
ば
、
さ
て
新
を
捧

ら
れ
け
り
。
僧
正
の
弟
子
石
山
内
供

淳
祐
と
云
人
僧
正
に
し
た
が
ひ
て

参
ら
れ
た
り
け
れ
ど
、
御
か
た
ち
を
ば

え
拝
し
給
ざ
り
け
れ
ば
、
わ
つ
か
に

御
ひ
ざ
ば
か
り
を
さ
ぐ
り
奉
ら
れ

け
る
に
、
其
手

一
生
が
問
其
時
の

異
香
に
薫
じ
て
其
の
匂
う
せ

ず
と
申
伝
た
り
。
こ
の
僧
正
の
時

に
表
を
奉
り
て
、
謹
号
の
事

奏
し
申
さ
れ
け
れ
ば
、
延
喜
廿

一
年
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十
月
十
七
日
☆
弘
法
大
師
と
云
御
名
は

　

送
ら
れ
け
る
。
さ
れ
ど
☆
き
か
む
人
の

ヂ

さ
と
り
や
す
か
ら
む
が
為
に
は
じ
め
よ
り

ア

大
師
と
は
書

つ
け
侍
な
り
。
又
僧
正

の
官
を
送
ら
れ
け
る
事
は
、
御
弟
子

の
真
済
僧
正

の
表

に
よ
り
て
文

徳
天
皇

の
御
宇
天
安
元
年
十
月

ギ
廿
七
日
に
送
ら
れ
け
る
と
そ
。

①
非

②
に

③
も

④
ナ
シ

⑤
云

【下
巻
第
五
段

高
野
臨
幸
】

白
河
院
勅
定
あ
り
け
る
は

「此
日
本
国

辺
土
な
り
と
い
ふ
と
も
、
我
国
王
と
し

て
天
下
に
自
在
を
得
た
り
。
当
時

如
来
の
在
世
な
ら
む
に
は
天
竺
十

万
余
里
の
さ
か
ひ
な
り
共
諸
国
の

王

の
中
に
て
参
詣
し
な
む
物
を
」

と
仰
出
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
匡
房
卿

御
前

に
候
け
る
が

「恐
な
る
事
に
て

は
候

へ
ど
も
、
此
勅
定
は
御
偽
な
り
。
其

故
は
仏

の
出
世
に
て
こ
そ
候
は
ね

⑥

一

ど
も
、
我
国
の
中
に
霊
地
勝
事

　

な
き
に
あ
ら
ず
。
高
野
山
に
弘
法
☆

全
身
を
と
＼
め
て
入
定
あ
り
。
三
国

に
類
な
き
勝
地
な
り
。
都
を
さ
る
事

わ
つ
か
に
三
ケ
日
な
り
。
我
君
は
い
ま
だ

臨
幸
な
し
。

い
は
ん
や
十
万
余
里
の

煙
霞
を
し
の
ぎ
て
中
天
の
さ

か
ひ
に
の
ぞ
み
ま
し
ま
さ
む
事

更
に
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
申
さ
れ
け
る
。

「誠
申
所
そ
の
い
は
れ
あ
り
」
と
て
、
南

山
の
御
幸
思
食
た
＼
れ
け
り
。
如
来

在
世
に
諸
国
の
王

の
つ
ら
に
て
御

参
詣
あ
ら
む
ず
る
御
心
地
な
り
。

「各
た
え
た
ら
む
に
し
た
が
ひ
て
行

粧
を
か
ざ
る
べ
し
」
と
宣
下
せ
ら
れ

け
れ
ば
、
金
銀
を
ち
り
ば
あ
て
馬

鞍
を
か
ざ
り
、
錦
繍
を
た
ち

て
服

錺
を
と

＼
の
ふ
。
画
龍
雲
に
の
ぼ
り

て
、
族
旗
天
に
ひ
る
が
へ
る
。
文
鳳

ア

野
に
あ
ふ
れ
て
、
騎
羅
地
を
て
ら
す
。

明
王
の
倹
約
も
こ
の
時
は
暫
ゆ
る

さ
れ
て
御
幸
の
あ
り
さ
ま
こ
と
に
大

ア

国
に
も
は
ち
ざ
り
け
り
。
又
此
山
に

　

贔
軸
摩
尼
の
峯
な
☆
ど
云
霊
所

あ
り
。
…機
縁
熟
す
る
人
は
種
々
の

ア

奇
瑞
を
お
が
む
。
こ
の
外
山
中
に

五
種
の
浄
土
あ
り
と
申
伝
た
り
。
凡

⑥

⑦

彼
山
の
珍
事
☆
あ
げ

つ
く
す
べ
か
ら
ず
。

一
度
も
こ
の
峯
を
ふ
む
者
は
な

が
く
三
途
の
と
ぼ
そ
を
と
ち
、

一
念
も

こ
の
山
を
信
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
づ

二
世

の
望
み
を
と
ぐ
。
の
ぞ
ま
ず
は

ア

宿
報
を
は
つ
べ
し
。
信
ぜ
む
は
邪
執

ア

を
翻
す
べ
き
者
を
や
。

①
大
師

②
綾

③
ぬ
程
な

④
ん

⑥
は

⑦
書

⑧
ず

⑨
お

⑤
ナ
シ
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